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子供は溺れて泳ぎをおぼえ，琉球人は武器の携帯を禁

じられたがため，無手勝流の護身術である空手の戦法を

考え出したのである。もしも人間が伝説でいわれる天女

のように生れつき羽をもっていたならば，恐らく凧や気

球を考案したり，主た飛行機を発明することがなかった

であろうとおもわれる。「窮すれば通ず」というとおり

「必要ば発明の母である」ことが肯かれるのである。

わが国の林野面穣は2,400"haで，総蓄積66億石

と推定されている。総面積の内既開発の用材林の面積は

563万ha(21.8%)に過ぎないけれども，現在の年伐

採量は成長量の約3倍にあたる過伐であるといわれる。

この際人工造林を拡充する方針で27年後用材林の面穣

を1,100haに増加する計画のようであるが，それでも

昭和70年度における年成長壁は2億8,000万石で，同

年度の需要見込量に対して，輸入材1,000万石を予定し

てもなお5,300万石が不足するという。需要量増加の見

込が他国と比べて内輪過ぎはしないかという見方をなす

向もあり，将来諸外国の森林資源の漸減に備えるために

も林力増強に関する各分野にわたり画期的な生産技術の

創意が望蚕れるわけである。

×××

日本人は模傲にたけた民族であるといわれ，とかく外

人から警戒されがちである。ただに外人だけでなく，邦

人自らも模倣上手はわが国民性であると思いこんでいる

ものが多いようである。もちろん模倣性を一涯に排斥す

るものでほない。たとえば赤ん坊は総べて両親や兄弟の

言行を模倣して物覚をするのであり，教育寵た先入から

受売した樹放の知識を注ぎ込むことから始まる。もし赤

ん坊の物覚えのように何時までもオーム返しに縄農する

ならば，それは先天的樹放性であることは少も疑いがな

いけれども，筍子の「青は藍より出でて藍より青し」と

いう，出藍の業鍼は創造力なくては到底成し遂げうるも

のではある蓑い。

かかる見解のもとにわが先人の事績を振返って見たと

き，模倣はわが国民性であると言いきることのできるも

のが果してあるであらうか。第一次世界大戦妹ドイツ人

筆者・林学博士

が空中窒素の固定に成切して，火薬爺よび人造肥料の製

造に無限の資源をえたことが切掛けで始められたという

が，今回の戦中わが国でも興南の会社で石炭からガソリ

ンを鯉出し，鞍山製鉄所では還元焙焼法によって貧鉱の

採算処理に成功し，また翻曠ではオイルシェールの世界

的な工業化を完成するなど幾多の貴重な発明考案が成し

とげられたのであった。林業においても古く海岸の砂防

造林が各国に魁けて範を示したのであり，吉野地方の集

約なスギの人工造林といい，床柱用丸太を生産する台杉

造林のごとき他に類例のない独創的経済林業もある。奥

山から多量の巨材を滑走路を使って次ぎつぎと運出す木

曾の修羅運材は世界独歩のものである。そのほか庭園造

りや識栽の技術は邦人の特技であり，わが木造建築は各

国の学者によって世界一の折紙がつけられている。かよ

うな例を並べることは本文の目的でないゆえ詳細唯別の

機会にゆずるが，日本人研究の権威者として名高い米人

メーソン氏はわが歴史上の訓績を汎く分折検討し，逐一

史実を引証して日本人の模倣性を否定し，創造的精神の

豊かな民族であると断定していることは注目すべきであ

らう。

近年合成繊維，合成樹脂，アンモニヤは石炭，石灰，

空気，水，電力などの国内に至って潤沢に存在する物質

から造られるようになり，わが国は資源に恵まれない国

柄であるという常枩語はもはや通用しな･くなってしまっ

た感じがする。しかるに林業人は古くから炭酸ガス,水，

陽光熱Q無尽資源を利用し，樹木の光合成作用によって

林産物を造る産業を営んでいるのであって，さらに創意

と工夫を凝らし最高度に林力を増強しなければならない

技術革紳朝を迎えたまでであるとおもう。

科学技術の振興が国内で輿論化した現在，わが産業界

にはなお外国の技術導入にの蕊汲々とするものが多く，

創造精神がわが国民性であることを自覚しないかの感じ
がするのは実に傭ない。わが林業界は過去長い間ドイツ

林業を模倣し来つたのであるが，かつてインドおよび中
国から精神文化を順入れこれを消化し綜合して彼に擾る

ものを築きあげたように，さらにわが天りんの独創力を

発揮して，このさいわが国情に徹し現実に即応した技術

革新に当らねばなるまいp

×××

前に述べた林力の増強は目下林業界の重要問題として

関心を高めている。これについて業界並びに学界の勤行

に目覚室しい活気の伺われるのは真に楽面しい次第であ

る。もともと本問題はその関係するところ実に広汎で，

未開拓の分野も少くないのであり，綜合的検討および協
同研究の必要が感じられるので，以下二，三の事項につ

いて放談を試承協力の微意を果したいとおもう。

わが国の薪炭林の面積は既開発のものだけでも824万

haに及び，既開発の用材林面溌より1.85倍多いのであ

る。かように広大な林面が大部分原始そのまま伐すて御

免の坂扱をつづけ，これを誉めだてず旨るものもなければ

また改良増産の研究や指導を行わず，搾姿そのままで放
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鏑木：模倣から創造えの林業

置したのは時代錯誤もはなはだしいと言わればなるま

い。しかし単に生産力が低く不経済な林業であるという

理由で，これを排斥し継子扱しても，「憎まれ子よには

ばかる」までであるから，経営合理化を研究し山主を善

導しなくてはなる重い。

嬢林が天然更新である以上f癖則造林の原則は針葉樹

の天然更新と共通なわけである。それを何時までも舌L伐

にまかせ技術を無視したために不経済林になり終ったも
ので，ひとり林主だけを責めるわけにゆくまい。用材林

の天然更新が技術的に六ケしいごとく，綾林の更新にお

いても同様数多くの未知の問題が伏在しているのであ

る。

明治の末期国有林の特別経営造林計画に広葉用材林の

造成が坂入れられたことは称賛に価しよう。ところが造

林の成果が挙らなかったためか，何時とはなくその影が

薄らぎ，用材林は針葉樹林の略名として通用するに至っ

たことは｢名は実の賓｣でないことを憾まざるをえまい。

しかるに雑木林内には素性の良い有用広葉樹を混生して

いる現実に鑑撃て，生活必需品である燃料増産の集約な
施業技術を究めるとともに，広葉用材育成の温床に供し

ようとする途が拓かれないものであらうか。「泣く子と

地頭に勝つ」なんらかの名案を得たいものである。

雑木林に次いで広い面積を占めるものにアカマツ林が

ある。アカマツは用途の最も広い木材であり，かつ針葉

樹であるためさしむき林種転換の対象ではあるまいけれ
ども，曲幹を交えた見るからに貧弱な榊目が到処に眼に

とまる。いうまでもなくアカマツは乾燥の激しい癖地に

も成長する重宝な樹であるから，曉角たる他の樹が生育

できない山地を先駆樹として占領している場合なら問題

ではないが，それが多年経済林として取扱われているも

のであるからには，速にその原因を突止めて林力増強の

第一線に動員転進せしめなくては，可惜アカマツをして

曲解されている俗論どおり亡国樹に終らしめないとは言

えまい。

往年松の若返りと唱えて世論を沸した瀬戸内海屋島国

有林におけるアカマツ林相の急激な変白は，当時学界で

かなり論争されたがついに結論をえなかったようで，一

般には異状現象として単に好奇心をそそったに過ぎなか

った感じのするのを遺憾におもう。察するところ若返り

現象は決して偶発の突然変異ではなく，ハケシリを混植

したために現われた土地養料環境の変化による正常成長

の回復と解すべきもので，悪るい林相を改良する施業技

術の一方法を示唆するものであらう。もちろん多種多様

な全国各地のアカマツ林を改良するには，このほかに優

良種の導入を始め林地改良に拠点をもとめその実行法を

創案しなけれぽなる重いが，前記の若返り現象から実行

し易くかつ普遍性をもつ施業技術が案出されることは疑

あるまい。用途の広い需要量の多いアカマツ材が現存林

から大量に伐出される日の一日も早いことを希うもので
あるc

次に生産力を高めるには同一樹種の純林に限るという

考えが支配的のようである。林の形態から見ると目的と

する樹種だけの単純林を造､りたいとは一応誰れでも希望

するであらう。農業は過去長い間単作で収穫を続けてい

るのを見て，準農林業を謡敵する前に，輪作とか堀返し

客土,MME(特に自織巴)･灌慨用水,病虫の予防駆除

等の集約な栽培管理の現実を篤と見きわめて，林業では

これらをどうすればよいかを堀下げて検討する必要があ

らう。ただ作物が単作であるという皮相観に，九州にお

ける挿木スギの純林経営の体験を加味したぐらいでは準

農経営を主張する根拠とはなるまい。水稲には忌地がな

いといわれたものが，近年秋落田の続出に脅かされ，流

水客土を行いこれに対抗していることは衆知のとおりで

ある。もともと作物といえども天然林で見るように混栽

すれば輪作を避けられるものもあるが，単作するために

面倒な輪換その他の栽培措置が取られているのである。

スギの有名産地中収磁保続の見込の薄らいだものが少く

ないようであり，カラマツの造林はスギと違って至って

新しいのであるが，1～2伐期ですでに純林経営に不安

の声さえ開かれる。

かくはいうものの，希望する樹種の単純一斉林が形態

的には理想的林型であるという一般の要望に応えるため

単純一斉林を安定保統せしめ，かつその生産性を高度に

発揚せしめることのできる林業に特有な生理生態的造林

技術の研究が望ましい。この研究は到達する結論が何ん

であらうとも，恐らく現在わが造林界において最も大き

な問題の一であることは疑ない。

次に害虫駆除のため薬剤の使用が盛んとなり，避家の

支払う艇薬代金は意外に大きい。作物は品種改良が進承

雑草や樹木のような原種と違って，病虫害の種類が多く

かつ抵抗力が弱いから，その予防および駆除は耕種中に

組込まれている。林木はこれと違い原種を取扱ってはい

るけれども，人工造林において病虫害の駆除を森林保護

の観念をもって行い予防に無関心であってよいものであ

らうか。

健全な人体は病気に罹らないように病害虫に免疫性の

森林を造ること力輕想で，駆虫剤の威力に信頼をかけた

くないものである。今日の農薬はスバラシイ効果をあげ

ている反面，幾多の貴い人命を奪い，畜類を犠牲に供し

多くの益虫益鳥を殺すなど眼にあまるアフター・エクエ

クトを与えていることは,もって他山の石としたい。「予

防は治療にまさる」というが，農業と立地環境の全く違

った，また人力並びに施薬集約度の異なる林業において

は，健全な森林を造るとともに，天敵の利用その他生物

の共存的平衡の理法に則って，病害虫の予防に努めるべ

きではあるまいか。

その他地力の増進はどうすべきかの実行法，スギ，ヒ

ノキ，マツ等の垂直的造林限界の見極め，荒廃林野をで

きるだけ早く生産地化すための経済的な処理法など，進

んで研究を行､創意にまつ問題が数多いと考える。
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一 出席者一

中華民国台湾省農林庁主任秘聲

林産管理局造林題長

林産管理局利用課長

林産管理局技正

王蘭亭

王国瑞

邸丈球

王宝樹松川それでば一言御挨拶申上げます。5

月末以来中華民国の台湾農林庁の林業考察団

の御一行，団長の王蘭亭さん，それから造林

組長の王国瑞さん，禾晦課長の邸丈球さん，，

保安林の係の王宝樹さん，この4名の方が日；

本の林業視察においでになり，各地を視察調i

査され今回帰京されたわけであります。間もi,……輿…

なく台湾の方にお帰りになりますので本日こ

こにお集りいただいたわけでありまが，林畷庁からも森

田さん，大和田さん，猪瀬さんとお三方も御出席頂いて

居り霞すのでお感じになられた事を伺ってお互にいろい

ろと話し合い，日本と中華民国との森林関係はもとより

国際関係全般の提携によって両国の発展を期し東南アジ

ア方面の産業発展を期する意味で，いろいろお話合を生

かしていただければまことに幸いと思う次第でございま

す。

つきましては台湾の事に詳しい大和田さんに一つ司会

をお願いしたいと思い童す。

日本の林業を見て

大和田では先ず団長の王さんお願します。

王蘭宗今回日本の林業考察に参りましてすでに約2

カ月近くになりましたが，この期間においてわれわれは

各地に参りいろいろ見て来ましたが，特に各地の林業機

関につとめている方点が非常に親切でわれわれに対して

いろいろ詳細な説明をし，叉豊富な資料を下さいまして

毎日の行動も非常に順序よく途中でまごつく事なく非の

ない位に各地を見て参りましたことを感謝致します。5

月29日に東京につき叢して6月8日まで林野庁の各部

の縦礎，ここにおいて日本の林業行政の大体の業務の系

統を見まして，非常に参考になりました。第2階段は6

月9日から6月24日までの間に北海道の5営林局，

本州の方は東京以北の3営林局の各管内を回りまして，

.特に各地方の木材加工の工場も見て来ました。第3は6

月29日から7月20日震で東京以西の各営林局や民間

方面も見て回りました。では，われわれが感じた事を申

し上げます。第一段階では先程も申しました通り林野庁

ではいろいろな施政系統ならびに業務のすべての仕事を

森田進林蟹庁業務溌盈長補佐(現監査課長）

大和田理林野庁造林保護課

鐵頼寅三林野庁造林保迩課

（主催）松川恭佐，松原茂
一

見まして日本の現在の林業行政，人員の配置ならびに

経費の運用，各部間に蕊いて連繋が非常にいいと思い

ました。これはたしかに自分も参考になったと思いま

す。日本の林野行政の組織系続はよく研究されて実に精

密で簡単でしかもその責任分担が非常に明らかにされて
いると見うけられました。業務方面においては設計の実

行，審査，土地管理と申しますかそういう所が非常によ

くできていると思いました。特に監査官の制度をもうけ

ておりました事，それから人事の方面は相当に健全にや

ってるように見うけられました。要するにお互に大いに

責任をもって連繋をもって仕事をしているという事が朧

つきり認められる事ができる。それからまた国有林の収

入をもって支出を計っている。更に林野の収入をもって

林野の建設をやる所が非常にいいと思っております。そ

れから第2の階段においてはつまり非常に木材の加工利

用方面に発達していると認められる。いろんな形で材を．

利用している。丸太だけではなく，丸太を更にスライス

(S1ice)したり或いは人工木材，日本の言葉でゆうとホ

モケンホルツとかハードポードとかそういう方面に利用

している事はこれは非淵に台湾の参考になります。要す

るに小さい木材を利用して大きい木材に作り直す。そう

いう事は国家の盗源を節約するばかりでなしに，また国

家の収入をIあげてるのじやないかという気がするので

す。木材を利用して，消費していないという事を自分は

承とめる。特に北海道方面では輸送が最近ﾗ鯖に発進し

ている。そればかりでなく出た木を非常に早く処理して

いる。非常に林業の経営が合理化しているように見られ

ることは有意義だと思いました。第三の段階で感じたこ

とば各地の風土，気候は勿論台湾とほ非常に違っており

一
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ますが，一般に林木の成長が，非常に皆さんが研究改良

して台湾とほとんど差がないように思う。ことに九州方

面はそういう感じがいたします。ただ自分の所と何が違

ってるかというと,台湾は非常に国有林が多い｡国有林は
100の中90以上もあります。お国の方は国有林がこれ

に比較して見ると少く民有林が多いですね。もちろん個

盈においては行政上の処置，管理いろいろ違う所があり

童しようが，民有林の発達もいろいろお国の方は法律化

して保護してやっており室す。もう一つ自分は造林に対

してお国の人が樹種の選択，叉土壌，気候に適するよう

なものを研究してやっておられるように思います。こと

に最少限度の土地をもって最大限度の効果をあげている

ように思われる。またことに保謹事業方面も盗源，その

ものを考えていろいろその施策を行っているように見受

けられる。あるいは資材方面の施策も保安林の政策も非

常に注意しているように見受けられる。要するに林業の

生産は国家の命脈，命と同じであり森林が多ければ多い

程国も栄える。だから.ここにおいて業績をあげるという

原則が必要じゃないか。国民の福利を計るにおいては森

林を注意しなければならない。治水，水源の保持あるい

は土砂防止そのほか気候の調節にしろ，あるいは美化緑

化，国民の気持を美化するにもやはり森林が必要であり

ます。健康にも必要である。勿論生産の品物は工業方面

にも大いに使われる。こういう事は今更私が余計な事云

わなくてもいい．われわれはただ日本の林業が十二分の

力を出して働いているように見えるところに非常に敬服
して居ります。

然し造林について自分の見た所では九州，四国方面ほ

まだ造林しなければならないところは多々 あるように思

いました。この点も当局は考えているかも知れませんが

そう感じました｡それから施策について斫伐方面からい
うと非常に合理化して経営しているように見うけますが

ただ非常に小面積に経営している事は経饗を考えると収
支がともなうかどうかと疑問に思いました。あそこに1

ha,ここに1haというような癖のしかたはどうかと

思われる所がある。それから国土保安方面ですね。更に

大いに拡張する必要があるので嫁ないかという感じがい

たします。つまり保安林が非常に少ないような感じがす

る。それから道路樹，もつともつと奨励していいのでば

ないか。あっちこつち見て道路樹が少いような感じがい

たします。もう一つ自分が非常にごう感じたのですが日

本は森林のある特定地域を利用して観光地帯にしており

ます。これ鰍非常にいい事だ。緑化の保謹をするし，ま

た森林を愛護する宣伝も非常に徹底している。愛林思想

も民間林がたくさんあるから非常に発達している。

要するにお国の林業はアジアにおける先進国という事

を感じて，富た，非常に将来学ぶ事が多食あると思いま

す。終りにのぞ承まして各方面のいろいろご厄介になっ
た方'々 に厚く厚く御礼申し上げます。

造林関係者から

大和田ただ今主任秘書の王さんから来日以来今日ま
で林野庁で私共からいろいろ説明を聞かれ，かつまた

44日にわたり長い間各地の林業を考察されたご感想に

ついて総括的にいろいろとお話しになり，われわれとし

ても参考になりました。今度お出でになられた4人の方
は々農林省の主任秘書の王闘亭さん，それから林産関係
の造林組長の王国瑞さん，作業組利用課長の邸さん林政
の保安林の主任技師をしておられる王宝樹さんと，こう

いう風にそれぞれ変った職責をもった方左が日本の林業
を御覧になったのですから，それぞれのご感想があると
思います。それぞれの立場からお話し願います。

王国瑞さきほど主任税書から申し上げた通り日本は

林業は昔から発達しており薑す。ことにアジアにおける

先進国である事は間違いないのですが，自分等学ぶべき

所は多をあると思いますが，ただ私は今そういう事を申
し上げません。自分が見て早急にこういう事をすべきじ

ゃないかという事を先に申し上げます。先程も主任秘書
がいったように道路樹の植栽力捉りないような気がする

のです｡勿論この道路樹の管理は林野庁ではないという

事を自分も聞いております。あるいは道路樹が林業の一
部に入らないという御説明かも知れませんが，そういう
ことは別として道路樹は非常に有効だと思います。なぜ

なら第一に都市を美化する。また都市に植えたのはいろ

いろ健康の方面に対しても暑い時には日陰にもなるし，

風が来た時にはちょっと位防ぐ事が出米るし，大きくな

れば伐採する察も出来る。道路樹を管理する機織，機関

の方に一つよく林野庁からお話し願って植える必要があ

ると思います｡それから保安林が少し足りないような感
じがいたします。たとえば例を申しあげると北鰄首には

ほとんどないと申しあげてもよいと思いますが海岸です

ね。掴筆林の効能は今さら私が一をしゃべらなくてもい

いことですが，第一に防風，砂を止めて新生地が出て来
るし，有効なものであると思い蓑す。そういう感じがし

毒す。海岸造林ですな。もう少し力を入れなければなら
ないでしょう。

大和田それは北海道で？…･

王国瑞特に北海道でそんな感じがします。その次は

広葉樹の問題です。利用問題ですね。各地を回って見ま

したが皆さん一生懸命に針葉樹，針葉樹と成長の早い針

葉樹の敦良，これを開いて居り室すがほとんど広葉樹を

これから利用するという話を聞いて居りません。要する

に広葉樹を早く切って針葉樹の成長の早いのを植えると
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いう風に見受けられました。自分の考えでは広葉樹は木

理が綺麓であるし特に日本における利用は進歩して居り

室すから，これを活用しなければならないという感じが

いたしました。それからもう一つは天然林が多い事はい

い事であり，なかんずく天然林の中に潅木林になってい

るの力琴をあるのです。それを非常にたくさん残して居

る。こういうのは，適種適材というか，こういう林木は

早く切り換えて広葉樹を植えるんですね。潅木の小さい

のよりも広葉樹のいいやつを植えた方がいいと思いま

す。直接開いて見たんですが，どうしてあんな小さい潅

木林を保護するのですかと云ったら，あれは将来植えて

も見込がないからその叢ま残してある。そういう風な場

所に一応適種適材を植える必要があると思いました。そ

れから斫伐ですね。あっちこつち見ましたがその面積が

非常に小さい。釧奉も申じ上げたように1ha,2haと

いう調子でやっている。これでは経済面に成り立たない

のじやないかという気がいたします。よく聞いて見まし

ても別段保安獄にもなっていない。計画でいってるか，

経営方針か知りませんがもつと切る必要があると思いま

すね。勿論保安林とか特殊の施業林ならば別として。台

湾のように100ヘクタール,200ヘクタールと一ぺんに

切るの嫁感心しませんが，あまり小さいのは尺抜の原則

にあわないような気がいたします。われわれ見るところ

はホンの一部で全体的に見ておりませんから先程申し上

げました事は当らないことが多いかも知れませんが，悪

しからず御諒解をお願いしておきます。

保安林に関して

大和田王さん，保安林の方は．…。どうぞ。

王宝樹ほとんどかけ足で承させていただきましたの

で，アウ1､ラインだけしか分らないですが，その感想と

いう意味でなくむしろ私としてはまだ疑問を残している

点がありまして，そういう意味あいで申上げようと思い

ます。忍が保安林を扱ってる関係上まず例を上げれば登

別から函館にくる途中，非常に海に鉄道力醸していると

ころがある。そこの沿岸の森林が鉄道保護上潮海防備と

か暴風防遮上必要だと思われるのにこれは保安林に入れ

てないということに対して一つの疑問に思います。それ

から本州の長野県一帯，また九州，四国方面一帯の山は

大体傾斜度からぷて相当けわしいところが多いが，一例

を上れば木曾谷の上掻ですね｡あそこでは今,下に大きな

ダムを作ってる一面，国有林に対して保安林は入れてな

い。それには何か理由があるのじやないか，これも職の

一つの疑問としております。それからその他民有林で相

当地形の悪いところが沢山あり富して．大体保安林に入

れてないようであり霞して，もう少し保安林を設定して

いいいのじゃないか，そういうことも私たちの疑問とし

て残されてます。次に申上げたいのはさつき申上げ蓑し

たような，木曾谷の大滝趨鐘区のような彬也に対しては

むしろ必要な地帯だけを保安林にして，重率がないと

ころは今王団長から申上げたようにもう少し大面積の伐

採をした方が適当じゃないか，施薬の方面から造林の面

すべての面からいえるのじやないかと思います。その反

対に四国の高知県の麹ll保鐸尋ですが，あそこは経営区

には爆麦林がない。一カ所100haの皆伐作業をやって

ます。それはやはりもち論地形とかいろいろの理由があ

るでしょうがあまりにこの開きがかけ離れている。これ

も私は疑問を抱いています。

それからこの次に申上げたいとこほたとえば，癖に

’ヘクタールの国有保安林がある○これは営株署が霊

してる。そしてその両側の民有保装淋に対しては県庁が

鐙督している。そういう面に対して管理上の不便を感じ

ばしないか，そういうことを私としては疑問として考え

てますが。それからもう一つたとえば鉄道防雪林とか先

程申しましたように街路樹などもその行政上の管理繕主

全部林野庁が持った方がいいのでばないか。その方がす

べてに調子がいいのではないか，というように思います

が’これは如何ですか？もう一つ最袋に保安林に対し

て私の方は今まで昭和28年童でずっと禁伐で全部おさ

えてきました。ところが種灸の事情がありまして，昭和

28年ごろ，一部雨放しまして，搾業保安林に対しても従

来の保安林施業法に準じて切ろうとしている。どんなふ

うにして伐採するようにすべきか実は疑問をもってる。

この保安林に対しての.鍵採施業はどういう方針に持つて

くべきか，局部開伐をすべきか，どういうふうに持つて

った方がいいか,もち論これは地形とか林況によっても

変りますが，お国の方針を一つ御披露して御掃導お願い
いたします。

利用関係について

大和田邸さんの方は大分疑問の点があるようですが

邸文球利用方面からいうと，国民全体の視野が変っ

てきたような気がしますね｡先程一寸申上げましたよう

に，小さい木をもって科学的に加工して大きなものを作

る。これは非常にいいことだと感じてますが，台湾#ま御

承知のように大変大きい木が多いので，そういうふうに

切り替えることは今は適当じゃないと考えます。林業の

生産を本当にやるには小さい木を早く成長させて早く伐

る。科学的に処理する。こういう点利用方面からいうと

非常に参考になるところがありました。それからもう一

つ機械，台湾はもともと機械は古いものばっかりですか

ら,日本の新しいものが果して台湾に適するかどうか疑

問です。たとえば台湾の木は承んな大きいですから，私

のゑたところほとんど北海道，長野，秋田あたりで使つ
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ている馬力の大きいやつ，それでも足りないだろう。台

湾の山は承んな二千米以上だから一ぺん山へ行ったら半

年以上も帰ってこないところばかりで，こんなところで

日本のような機械化にたよることに持って行けるかどう、

か･私の感じたのはチエンソー，あれ台湾は製材工場で

はよくゑますが，実際山では使うのを承たことない。な

るほど日本でやっているのを承たら，こんなでつかい木

でも場所場所に入れればいい，これならば台湾でも使え

る。ただ集材機などの機械はそのまま持つてくというこ

とは一寸疑問ですね。それから加工して搬出したりなど

いろいろ台湾でも出来ると思う。非附に参考になりまし

た。あと販売の方は非常にう薑く行ってるようでそれだ

け国柄が違うんでしょうな。台湾は現在なんにもないで

すもたとえば今のパルプの工業の方にもああいう特殊な

大きいものに対してはありますが，普通配給の方は官庁

側で優先的に，山林処分の方を象まして，まあ利用方面

は台湾に比較してこっちの方が進歩している。帰ったら

大いに奨励なり特珠な機械化なりをしようと思います。

その他象な非常によくやってると思います。

感想に答え「て

森田日本の林業をごらんになりいろいろ御感想をお

聞かせいただいたわけですが，過分なおほめの言葉をい

ただき，私ども関係者といたしましてきわめて面はゆい

感じがいたしております。今のお話には造林の問題，斫

伐の問題あるいは保安林の問題が取上げられましたが

現在の私どもといたしましては，やはり先程も一寸お話

がございましたように，天然林を人工林に切替える一し

かもこの人工林は針婚封を主体としたものでありまして

一そういう政策で進んでおり菫す。もう少し具体的に申

しますと蕊庄の日本の森林の中で人工林は民有林が約

500万以上，国有林が約110万町歩ぐらいですからこれを

屋盲林ほ800万町歩に，国有林は300万町歩に，合せて

現在の600万町歩の人工林を1,100万町歩まで拡大した

いというように考えており童す。そのねらいは成冒壷，

すなわち強いてはID睡量の増大をねらっているわけであ

り蓑す。現在のところ日本では毎年謝淡材を合せて全国

で2億8,000万石く、らい伐られております。ところが成

長量をふると約1億8,000万石に過ぎない。｛癖量惟2億

8,000万石と申しましたがそのうち用材肱プI太に換算し

て約1億7,000万石でございますが,これは日本の各種の

産業あるいは経済の発展にともなって近い将来において

約2億8,000万石まで増大すると推定されてます。した

がって出来るだけ早くこの需要に対応出来るような戊長

量を期待するためにはどうしても従来の天然林を成長の

早い針葉樹の人工林に切替えなければならないというふ

うに考えております。で王先生からお話のござい蓑した

広葉樹の問題でございますが，なるほど広諜調の中には

なかなか木目の立派なものがあり，特に北減首方面から

産出されている広葉樹の中には非常に良質なものがあっ

て，私どもこの広葉樹についてはそういった意味におい

てはなかなか未練を持ってるわけでございますが，従来

試象られた広葉樹の造林は，あまり成績がよくないので

ございます。やはり針葉樹の方が技術的に承てもまた成

鍵量の点からいっても広謁封の造林よりは秀れておりま

す｡やはり針葉樹を中心にして造林をすすあていきたい。

もっとも婚程申上げましたように人工林を拡大してまい

りましてもなお過半は天然林として残るわけですからそ

の中ではやはり有用な広葉樹を作っていきたい。つまり

人工造林の対象はあくまでも針葉樹を考えております。

それから邸さんのお話の斫伐の捌莫の問題ですが，御

承知のように日本の森林の所有形体は森林総置職の約7

割は公私有林でござい霞して，この所肯の鐡莫を申しま

すとその40％は5町歩未満の森林所盲者によって占ら

れている状態で，細常に零瓜な林業形体になっているの

です。したがってそういう私宕林についてはやはり相当

小織莫に,t瑚采があるということです。それから国有林に

ついてば最近その経営の合理化を糊通約に考えておりま

して，その一かんとして直営伐採，謝莫はやほり大きい

ほど採算ペースはよくなるわけですが，大体の基準とし

ては素材にして2万石を最底限度とし，それ以下のとこ

ろでは直営の&螺をやらないというような考え方をいた
しております。

それから保喪林の問題でございますが，日本の保安林

行政の従来の重点ば第二次大戦の前後を通じて非常に荒

廃した国土を保全することに重点がおかれてまいりまし

た。現在保安林の面積は31年度末で約2,600万です

が，これを33年度末までに400万石を整えて拡大する

という計画でやっております。本年中にはほぼこの目標

が到達できるのではないかというふうに考えます。ただ

日‘本の場合問題になりますのはこの保安林の中でも相当

の部分が私有林でござい菫して保安林の指定にともない

非常に施薬の制限が行なわれるために，そこに補償とい
う問題が起ってまいります。ところがこれが明確に解決
されないので，民有林に対する保安林の指定という事務

もそれなりに困難をともなってまいります。一方この保

安林の行政を区別いたしますために重要な河川のしかも

その中でも重要な水源地帯の保安林につきましては，こ

れは国の方で買上げて国有林として経営してまいる計画
のものが約50町歩ございます。これは昭和27年度か

ら実行しておりますが32年度末で約13万町歩購入済
であります。御指摘のあり蚕した北海道の治山行政です

が，これはやはり内地の方と比べますとたしかに今まで
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は遅れておりました。しかしこれも昭和29年の台風に

よる大被害を契機にいたしまして北海道森林の治山事業

も内地並に或はそれ以上の政策力鍛近では行われるよう

になってます。

それから鉄道防雪林ですが，これは鉄道線路を保護する

といったような限られた目的のために経営せられている

森林であり菫して，こういったものまで林野庁の一つの

森林として取扱う必要があるかどうか，これは問題があ

ると思います。

鉄道林の管理と行政

王宝樹鉄道防雪林の森林主権は林野庁に所属してい

るのですか。

松原これは鉄道のものです。

王宝樹委管しているのですか。

森田これははじめから鉄道の用地なわけですよ。こ

れは従来からですね。これは昭和22年以前は北海道の

国有林は当時の内務省で所管しておりました。

邸文球台湾にも今そういう用地がありますよ。

森田それから鍵林省で所管しておりましたものは内

地の国有林だけで，現在の国有林自体におきましてもそ

のように所管が変ったわけです。国有林の所管を一括す

るということはこれば古くから我を林業関係者の念願だ

ったわけですが，これが昭和22年終戦を契機にいたし

まして実現いたしたわけですが鉄道がその沿線の用地に

線路の保護のために植栽している木までこれを国有林と

して取扱うという計画はございません。

王宝樹王さんもおっしゃるように森林の所有権でな

くして森林行政上の何というか管理を一つにした方が林

政統一の面からいっていいのじゃないかと思う。またも
う一つ並木ですね，これは建設省に属している｡この並

木に対しても道路の中の並木というやっぱ林業には間違
いない。そういう点において土地の所有権じゃなくて行

政面に対する統一が必要ではないか。

森田街路樹の方ほ，これはいわゆる森林法による森

林じゃないのです。

大和田先生たちが疑問に思うというのは台湾では街

路樹，そｵ'鋤､ら今の鉄道のいわゆ為保謹林これの造成，
こういったものまで，とにかく林木に関係することはあ

げて林務震関が行政管理するので，そのような疑問を持
っているのです。

王宝樹行政上の機関です。

松原鉄道防雪林については当然森林法の適用を受け
ます。従って行政上の監督ば，林野庁で持ってるわけで

す。

王宝樹林木を伐る場合

松原一応森林法の規定する範囲で実施してるわけで

す。ただ経営は鉄道の保護ということを主眼にして経営
されてる。したがって経営の機関としても鉄道自体の中

に相当林業関係者が沢山おりまして，国有林の営林署と

同じように鉄道の営林区というのがあってそこで経営を

やってます。

王宝樹何しろ林政は民有林もタッチしてますから鉄

道防雪林なり，こういうものは林業に関しては統一的に

していないとうまく行かんのじゃないか。それが疑問と

して残されたわけです。しかし今の御説明でわかりまし

た。森林法の規定によって鉄道防雪林が経営されていく

ということが。

森田それからさつきお話のございました民有林と国

有林の施業の関連ですね。これはその国有林は国有林の

経営面の，民有林の方は森林法の企業計画で経営されて

宣すが，その上に両方の経営計画を規定する森林基本計

画というのがあるのです。これで国有林と民有林との経

営は調整出来る。ただ先程お話のございましたような孤

立した小面積の国有林は26年頃出た国有林整備臨時措

置法という法律によって整理してまいったのです。これ

は保安林であるために残されたところだろうと思いま

す。普通林でございましたらこういう国有林は残ってお

らないわけです。

伐採面積について

森田それから大滝経営区の伐採面積についてお話が

ございましたが，従来木曾谷の桧を中心にしました国有

林は択伐で経営いたしておりました。最近これを皆伐に

切替えたわけですが，これはあくまでも小面積の区分皆

伐ということで経営しており童す。それから頚11の100

町歩の皆伐ということでございますが，これは100町歩

の伐採が一つの平面として現われるのではなくて100町

歩の中には地形からいいましてもああいう斜面のあまり

長くない摺曲の多い地形ですから相当保残される地常が

出来てくると思います。国有林におきましては民有林と

同じように保安林として指定されその施業条件にしたが

って施業せられるものと保安林には指定されないが，や

はり保安林と同様な取扱いをした方が国士保安上適当で

あると思われるところは，そればそれなりの施業計画を

立てておりますから，国有林の伐採につきましては皆伐

いたしましてもそれほどの心配はいらない。しかも最近

憾国有林の治水事業に鮨きましてばただ地形の崩壊をふ

せぐということだけでなく将来崩壊の恐れのある箇所に

対しては事前にそれなりの措置をするチエツクダウン式

のものを作る計画でいるわけです。

邸文球経営計画は各営林局が作ってくるのですか。

森田森林基本計画はこれは林野庁で，それにもとづ

きまして経営計画区ごとの計画は営林局が作ります。

邸文球1haの斫伐はひきあわないから，これは勿

論保安林は別として保安林でないものほどのように…。

森田小面積の限度ですが1町歩，2町歩というのは

考えており重せん。

王宝樹でも伐っておりますよ。そのくらいですよ。

むしろ正式にある重要地帯だけダムや灌漉水に密接な関
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係を有する地帯だけをおさえて保安林に正式に入れて，

あとの分は緩和した方が経営上有利じゃないか，それを

していないのは何か理由があるのじやないか，結局経営

方針が全面的に4面識開発ということを実行しているよ
うな気がし童す。実行したあとというのも承せていただ

き童した。

森田その開発の対象になります面積を最近はもつと

広げたそうです。従来はそんなものであったかも知ませ

んが｡

林木育種について

大和田只今森田さんからくわしく御説明申上げたこ

とで一応おわかりになったことと思います。なお先程森

田さんからお話ございましたように広葉樹の施薬の問題

については一応現在やってる日本の林業の重要な需給と
~

いう面から針葉樹の造成に重点をおく，これは御説明の

あった通りなのです。更にその他に重点政策としまして
林木育種これを32年から実行にうつして着々やってる。

その林木育種の一かんとして広莱樹の問題も考えており

ます。そのことについて潴瀬さんから御説明願ます。

猪瀬先程森田さんから数字を掲げまして我国の需給

の関係についてくわしく御説明ありましたので私臓簡単

に育種を担当している立場から補足させていただきます

が，御承知の通り我国の森林だけではとうてい足りない

そこで人工林の増大，経営の合理化こういった施策を積

極的にずすめているのですが，遠い将来の需要量を考え

童すとなおかつ足りない。それを林木の育種ということ

で補なおうというので昭和32年度から林木育種を積極的
にすすめることになったのです。先程広葉樹は何故考え

ないかという疑問のようでしたが,決して考えないわけ
でなく，まず重点として針葉樹からはじめるというので

着をその方向にしたがって蕊業をすすめてるわけです。

一応針葉樹につきましてはすべり出しましたので今度4

月以降大学や試験場その他の研究者に広葉樹の選抜育種

種ついての研究調査にとりかかってもらったという状態

で，おそらく近い将来広葉樹の育種というものが事業と

してはじめられることになるかと思います。それから先

程道路に木がないではないかというお話がございました

が，最近日本のパルプ会社の手でイ女リーの改良筆フラ

がいろいろ輸入されており霞す。これから先そういうも

のの増殖を計ろうとパルプ会社自体が考えまた関係する

その他の学者グループがそういうものをどういう栽培方

式でもっていくべきか一つの問題になって，すでに道路

その他の利用について考えを持ってる人が二，三人に止

りませんので近い将来そういうものがどんどん道路に象
えるかもしれません。

私今度は一つだけ質問させていただきたいのですがそ

れは昨年お国から若い露な方が二人おぷえになりまし

て育種を勉強してお錦りになったのですが，帰国後この
‘

育種をどういうふうに取上げられようとしておられるか

もし事情がゆるせばその辺の処をお伺い出来たらと思い

蓑す。

玉国瑞帰りまして一人ほ園芸の方面の人で優良品種

をあちこち選汝している。それからもう一人は精英樹を

やってる。杉の育種をやっております。二人とも自分の

部属でありまして本当にお世話になりました。あつく御

礼申上げ室す。

台湾の伐採処分

森田邸先生私から一つ，先程のお話により重すと台

湾の森林の90%が国有林というお話でございましたが

そうしますと台湾で生産される木材の大部分は国有とい

うことになりますが，これを処分せられ童す際に需要先

をどのようなことでおきめになってるか，それからもう

一つ処分の価格ですがこれをどのようにおきめになって

ますか。

邸文球今御質問のですなほとんど国有林で，しかし

方法ですが，大体このうち約30万から35万ば直営で
す。あとば立木処分でやってます。

大和田それの需異先

邸文球ほとんど自家用で台湾省政府です。

森田いやいや国内で各部門に供給されますね，それ

をどのようにおきめになってるのですか。

邸文球それは蕊どもにば，工湯へ大体，その次は機

関，学校，県庁ああいうところ，行政官庁に配給する。

直営の分だけは，それでその中にすんだものを全部工場
ｼ、◎

森田やっぱりその立木処分の側に買受けた側に相当

施設をしなければならない時は,､翌年と約束なくて競売
するのですか。

邸文球あなたがおっしゃられるように出すだけ出し

てあと終りですな。継続出来ないです。本当だと継続的

にならないですよ。

終りに

大和田それじゃ大体時間も遅くなりましたから。

松川それじゃ私から一言お礼申上げましてこの座談

会を終りたいと思います。本日は2カ月にわたり国外の
長途の御旅行をして大変お疲れのところ御出席いただき

菫して誠に有難うございました。王団長からもお話の.ご

ざいましたようにきわめて我々は近い間柄の国際関係に

ございます。特に我々としましては林業を魁じて両国の

親善をはかるようにこの際しっかりと提擁して東洋の林
業をうちたてていくようにつとめたいと思いますので，

どうか今後ともよろしくお願いいたします。丁度真盛り

の暑さの夏の時で台湾は一層暑いことと思いますが，ど

うか最後まで御無事で御安着なされるよう端祈りいたし

ます。なお当局長閣下はじめ関係の皆様方，とくにまた
協会の会員の方だが多数おられます。皆様によろしくお
伝えのほどを願い童す。

王藺亭いろいろありがとうございました。今後は是
非とも一つ鐸棗団を台湾にも派避するよう衷心からお願
いしておき寮す。

《
》
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量作業においても造標，伐開等に非常に労力が必要とさ

れて来た。

この作業を航空写真測量法に切換えることにより測定

業務の合理化を図るべきではなかろうか？

2．更に此の様な多くの労力で確定された境界IM蝿の

成果をもとにして行う内部測量は，旧御料林の一部を除

いてはほとんどが経営案編成の際の森林区劃測量によっ

て行い,この成果から経営基本図を作成し,これをもとに

して林小班の面積を確定し，蓄積を測定し，経営案の樹

立が行なわれて来たが,この測愚の実態について見ると，

そのほとんどが内部図根点の増設を行なわないで，単に

コンパス測量でその区劃線を慢然と閥瞳した成果を，僅

にばらまかれている境界点や三角点を基準点として測量

誤差を適宜修正しているたゑ,その図面の精度が不均一
で誤差が局部局部に見られる。此の様な個所ほ毎年行う

収穫調査や造林事業の実施のために行う測鏡成果を埜本

図に挿入する場合，何処を基準点としてその測量成果を

はあこんだらよいか,叉はその基本図とのくいちがいを

どの様に修正したらよいか，非常にこまる場合が多くそ

の修正も適当に良心的な範囲で行なって来ている現状で

ある｡叉この基本図は経営案の検討の都度作り塗えられ，

その移写による誤差力環積せられて，繍鹿が低下してい

る現況である。従って此れをもとにして確定されたJ班

毎の蓄蟹には或る程度の誤差があることはいなめない。

この様な現況にある基本図の精度を高め，実行の場合

のくいちがいを出来るだけ少くするには，航空写真によ

る図根点を林班内部に増設し，これを基準点として，林

班界小班界測量の糀度の悪い個所を改測するとか，或は

収穫，造林の事業実行のための測量を行うようにする方

法が考えられる。

更にこの様に部分的に処理出来ない様な地域は全面改

測をする必要があるが，この様な地域のil蝿は経費人員

の面から見ても航空写真測量で行い，林班界,小班界は

勿論この主要な稜線，河il,道路をも正しく測定し，併

せて内部図根点の増設を行い，事業実行のための測遥成
果力溶易に基本図に挿入図示出来る様な飼瞳を簡易に行

う方法を検討しなければならない状態に立到っている。

3．以上2つの問題点を前提として，航空写真測量の

活用を検討する必要性が必然的に生れて来る。

この活用に当り考察する事項として，

a現在撮影している航空写真の縮尺は2万分の1～

2万5千分の1であるので，この縮尺に対応した効

率的な測量方法を考える必要がある。

b測溌方法の最も簡便な安価な方法はアランデル法

（図解法）であるが，之を使用する場合前述の縮尺

の写真ではこの測量のための基準点となる三角点が
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§Stereoplanigraphによる航空写真

測量の利用現況

Stereoplanigraph催御承知の通り，航空写真測量機

械としては最高精能の万能図化機として戦前よりドイツ

Zeiss会社で製作され，各国で利用されて来た。日本に

おいても精度を高く要求される基準点測量や地籍測量の

分野に一部利用されたが大部は軍用地図の作製に広く利

用されていた。

昭和27年に至り，戦後初じめてこの機械の改良型C

8が輸入されると共に，此の機械に比適するSwiSsの

AutOplanigraphA7が次いで輸入され，日本において

も本絡的な写真測量が出来る態勢が出来上り，此等一級

図化機を利用する測量が遂次普及化して来ている。

現在この機械を利用している分野としては地籍測量，

電源開発，耕地整理，干拓事業，弾丸道路測量，港湾事

業，等の精密図の作製でその偉力を発揮し，その成果は

高く評価さてている。

この機餓の整備の現況について見ると地理調査所及び

国際航業K.K.にはStereoplanigraphが，叉アジア

航空測量K.K.にはAutographA7がそれそれ整備さ

れているにしかすぎない。

§この機械を林野部問に利用する必要性

1．国有林野の経営の基盤をなす国有林野の境界の維

持と，その面積の確定のための境界測量は，地理調査所

の設置した国家三角点を基準点として，三角測量法によ

りトランシツトを用いて図根点を増設し，この図根点を

基準点として図根点間にある境界線をトランシツトによ

るトラ,ミー測量法で，その平面位澄を確定している。更

にその成果として境界基本図（S＝1？5000）を作製する

と共に経緯距法により面職を算出して来たが，この図根

測量を行う場合に境界測量基準点としての効率的利用か

二

箪者・東京営林局計画課長
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";Stereoplanigraphによる森林図根測量の精度について
一

三一枚の写真に一点位しか撮影されていないので，精

度の高い図化を行うことが出来ない。これがために

輝一枚の写真に2点以上の図根点の増設が必要とな

るがこの作業方法を効率的に考える必要がある。

cステォ1､ツプⅣ型等の簡易図化機を使用するとし

ても上記の基準点の増設が必要となって来る。

この様に測量方法から見ても図根点の増設が不可欠とな

るので，この図根点増設のための測量を行うには'，経饗

の点から見ても，技術者の養成や作業功程から見ても航

空写真測量に期待せざるを得ない現状である。むしろ作

業の合理化の点からもこの新しい測量方法をとることが

不可欠の状況に立ち到っている。

4．この作業に一級図化機を使用した場合の測量瀦度

をチェックして今後行う効率的な作業方法を経議の点と

から蕊合せて検討するために今回のテスl､作業を行った

次第である。

以下その検討した概要を報告する。

§調査の主眼

1.Stereoplanigraphによる森林地帯の平面位置高

さの測定精度のチェックを行う。

2．各写真に標定点澗鍾を行ひ基準点展開図を作製す

る，その作業功瀞のチェックを行ひ，この測量方法

の作業の効率化を検討する。

3．林班内部図根点の増設を行い，森林区劃測量の精

度の向上を図るための作業方法を検討する。

§調査方法

1）調査地域

静岡県伊豆半鳥に台め天城営林署及び河津営林署

にまたがる国有林15,000haの地域

2）使用航空写真の枚数

鶏茎繧重；}鰯-デ〃
3）向上写真の性能

/］-ス

2]-ス

×1及び×2は標定点…選点数321点

・0は主点・・…・・6同上65点

註･･標定点は主点の上下でコースとコースの重複

部に選定される。

b内部図根点の増設点を測定する

理想としては各林班に2点以上は必要であるが

今回は奥地でさし当り不要と認められるところは

除外し，平均1ケ林班1点程度を選定した。（必

要個所は2点を設置した）この選点と設置方法は

次の通り区分して行った。

天城管内･･各図根点は予じあ，現地でその位霞

を確認し，仮標柱を設籏し，写真上

に東職して測定点として明示した。

（選点数180点）

河津管内･現地作業ば行なわないで，写真上で

選定した点をそのまま測定すること

にした。従って測定する際にその写

真上で選点した位置ぷあとから現地

で確認出来る様な個所であるように

慎重に選定し，その附近地物の状況

をくわしく判読して記録する作業を

行なった。鱈点数182点）

現地作業

この作業を行うために必要な次の現地作業を行な

った。

a地上三角闘腫と水準測量

特に精腫を高めるために作業は慎重に行なわれ

た。

現地標定基準点測量はStereoplanigraphによ

る標定点澗瞳を行うために必要な基準点測量作業

で撮影地域の四隅に対してトランシットにより三

角潤罎をそれぞれ行った。

水準測難ほ普通森林の場合は必要と考えられな

いが，特に精度チェックの意味から天城街道の一

部について行なった。

以上現地測量の作業量は次の通りである。

新設点4点標高観測点51点，

造標点14点水準測量12km往復

帰心点33点

、

～

L垂』

7

《
一

区分|鰄蕊|鶴|画枠|ﾚﾝズ|撮影縮尺
cn1cm

l1．518×18Avioter

221"Aviogon

Swiss

wild.

同上

骨幹コーース

表面コース

1:38,500

1：20，000

4）写真の撮影年月日昭和30年11月

5．航空三角測遼に使用した機械

･Zeiss会社StereoplanigraphC8

6・測量対象

a各写真の主点（鉛直点）及び標篭点（パスポイ

ント）を測定する。これ等は1枚の辱真に3点以

上選定される。関係位睡は次の通り

－10－
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堀:Stereoplanigraphによる森林図根測量の潔渡について

実測値との較差一覧表（単位m)この作業は特に日林協測遥謂導部及び国際統業KK

の協力によって行なわれた。

b内部図根点の現地束職卜作業

この作業は天城営林署内についてこの承行った

もので予じめ写真上で選定した位置を現地で確認

し，特にコンパス測遼の基準点として使用しやす

い位置を現地で検討を加え，その位置を確定し，

写真上に刺針し，仮柱を打ちこ桑，その位置が

Stereoplanigraphで判定しやすいように見取図

を作製した。この見取図は刺針された地物が何ん

であるか，その附近の樹木や地物からの関係位置

を記入図示することにした。

この作業は営林局計画課員が担当した。

c現地作業の成果

図根点見取図（天城管内の象）

図根点選点位溌倒（5万分の1地形図に図示）

2万分の1航空写真（図根点を選点した位置を

表示してあり，現地確認した個所ほその位置

を東朧卜してある）

地上測量計算薄

8.Stereoplanigraphによる測定作業

以上の舞峨蝿の成果をもとにしてStereoplani-

glaphによる測量を行った。

測定点数は次の通りである。

主点（鉛直点）65点

図根点362点

標定点321点

（地上基準点）28点

この作業において特に河津地区の図根点182点につ

いては，現地東職を行っていないので，写真上に予じ

め選定してある予定位歴附近でしかも現地でその位置

が確認出来ると恩はれる位置をStereoplanigraphで

観測して決定することとし，その測定した点をその際

刺針し，その位置の判読状況の見取図を作る作業を行

った。

§測定精度

以上の方法により測定結果は図根点，標定点座標値一

覧表(X.X､Hを国有林座標系にて表示する）として賑

纏めたのであるが，この測定糖度をチェックするために

現地で4個所を選定し，その図根点11点について地上

三角測量により禁訓Iを行なったがこの結果を写真捌睡成

果との比較して見ると次表の通りである。

この表で見るとおり，平面位羅では1m,高さにおい

て3Zn程が平均誤差として認められるが，この成果は予

想以上の高糖度を示している。天城，河津の図根点測定

精度が思った程差異がないことは今後の作業方法の決定

地域｜図根点番号

’
５
１
２
０
６
４

８
９
０
０
７
７

各
●
●
●
●
●

１
１
３
８
３
２

一
一
一
十
十

３
９
２
１
１
０

５
６
１
４
３
６

１
１
１
１

垂
謹
謹
謹
毒
垂

６
２
２
３
１
２

８
１
０
５
６
０

０
１
１
１
０
１

一
一
一

５
２
１
６
８
８

０
４
７
０
８
７

ｅ
●
●
■
●
守

０
３
０
０
０
０

天域

、 －

刀
沁
８
謎
釦
氾
”
α
｜

●
●
●
●
●
■
●
●

２
３
１
４
０
３
３
１

－
一
一

以上平均

最大

最小

河空72

河空76

河空77

河空89

河空116

｜
飛
燕
唖
皿
弛

３
３
１

０
５
６

●
Ｃ
ｅ

１
１
０

｜
恥
皿
癖
却
醒

氾
鍵
鮨

●
●
■

０
３
０

一

河津

’

’

｜

’

岬
魍
皿
一

酷
嶽
瀞

以 1．57

2．72

0．76

1．08

1．89

0.18 ’

’’
2．88

5．18

0．30

平均

最大

最少

1．32

2．72

0．61

５
２
５

０
４
今
０

。
●
●

１
３
０

全域

’

に有益な資料となるものである。

§考察

1．測量誤差について

平面位置の誤差を1mとすれば,5,000分の1の基本

図においては0.2mlnとなるが，この精度であればコン

パス澗罎の成果を挿入する基準点としては充分以上の精

度であり，内部図根点としては充分使用される。

叉トランシツトによる境界図根点として使用する場合

でも，境界図根点間の距離を1,000mとしても，現在の

精度以内に充分おさまることになる。但し此の場合図根

点の選点位置は明瞭な地点で而も境界測遼がやりやすい

位置を慎重に定めその精度を高める心要があぉ。

2．標定点雌量と図根測量の作業仕組承について

この測量方法について検討をして見るとStereoplani-

graphで行う作業は如何なる図化作業を行う場合でも，

先づ作業地域全域に亘る各写真の関係位羅を空中三角測

量により確定する標定点の澗睡を行ひ，この成果をもと

にして初じめて内部図根点の測量や地形測錘等の必要な

測量を行うことになるので，この標定点測量を行うこと

が不可欠の作業で，而も此の作業の所要時間と経凌のウ

エイトが高い。従って図根{蝿をこの機械で行うとして

桑
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堀:Stereoplanigraphによる森林図根測量の精度について

も経費は当然標定点蝋瞳の作業も含まれていることにな

る。即標定点測量ば凡この作業基本をなすもので，この

作業の象を委託しても更に図根測量を併せて委託しても

それ程経費の割高にはならない。この作業成果を他の作

業部内へ効率的に使用することを考えると，更に図根測

量を行ってもその経費の負担分は極めて少額である。

3．標走測量の必要性について

Stereoplanigraphによる標定点測量を新規撮影地区

は撮影と同時に行うようにすることは緊要である。その

理由として，

1）我煮が直営で図解射線法図化作業を行う場合に

Stereoplanigraphで測定した主点（鉛直点）標定点

（コースとコートとの共通接合点）の成果をもとに図

化すれば作業が簡易になり，功程をあげることが出来

る。従来通りの三角点の承による図化では適正な骨幹

鎖力瓢まれないことは明白で，細部図化の精度はいち

ぢるしくおちるもので，測量技術上の問題として重視

しなければならない。特に北海道においてば三角点の

密度が疎であり現在の撮影縮尺では1枚の写真に1点

撮影されているか何うかという状態であるので，特に

この標定点飼瞳の成果を原則として利用することによ

り精度の高い図化を行うようにしたい。

2）これによる標定点測量の成果を利用すれば作業

が分割出来て，1人が2～3枚の写真単位で作業を行

うことが出来，幾人もの人が同時に図化作業に着手す

ることが出来るので功程が早く，作業仕組の単純化と
なる。

3）編成調査の際局部的に修正測量を必要とする小

班界や旅班界の測量を航空写真飼握で行うことにすれ

ば，この標定点測量の成果を使用すれば簡単に所要の

縮尺で図化することが出来る。

4）以上の利用を効率的に行なうために，検定点測

量の成果として標定点展開図(1:5000及び1:20,000)

を作製しておくと便利である。

標定点，三角点が図示されているので図化の場合は写

真の相当番号の個所にその写真の基線方向を合せて放

射線を引けば図化がそのまま出来る。即骨幹鎖の編成

作業ば不要となって来る。

4）内部図根点の増設について

内部図根点の増設作業は標定点測愛を行った後，モ

デル宛2級図化機で行うようにする。この場合，時間

と経贄の関係で現地選点作業が出来ない場合は現地作

業ば行なはないで測定しあとから現地確認及び標石設

厩を行うことにしても差支えない。

この作業で特に注意することは，

1）図根点の選点位羅は現地で確認出来る地物を

精密に判読して決這すること。

例えば歩道の交点の右側とが独立樹の北1xnとか

木橋のｵ鰍I脚部とか，良く披大鏡をつけて立体鏡で

明確に判読し現地で確認出来るものを選定する必要

がある。

2）図根点の増設位置は特にこの点力痢用しやす

↓位置（例えば歩道等）に選定し，而も第一分期第

二銅期に指定を予定する林j班の地域について特に

密度を多くとるようにすると良い。

3）写真上で選定した図根点の歌で測定をする場

合はその位置を部分的に1/5000～1/3000に引伸し

た写真を作りこれにその位羅を東燭しておくか，あ

るいはその噸丘の状態を糖密判読して判読見坂図を

作製しておくとよい。これをもとに現地確認として

標石を埋没することにする。

、4）この図根点の測定#ま前述の通りStereoplani-

graph又は2級図化機で測定するが，新規編成の際

，図根点を新たに追加する様な場合は，前述の標定点

M瞳の成果を利用して，図解法でその位歴を確定し

ても差支えないようである。この方法は局部図化の

方法に準じて行うが，これによれば最少士5mの程

度の誤差を見込んでおく必要がある。従って余り糖

度を必要としない地域についてはこの

方法で充分収謹調査の成果を基本図に

挿入することが出来る。即この程度の

誤差なれば平面位証が基本図上で1m

m程度である識度上大きな間題とはな毎÷一

（
』

（
三

標定臭展角図S=:
へ dl－n－F

'ノ］-スノー－2－ゴー単一き
一

一
一

,4.8.C.ヘリ･E

へ

2］一言ス．－．－．－．－．
／23≦45

一 一

a．二＃一℃秘.9
－3］-入．－．－－今ヘ

ノ 23手5
00

凡例

今・・三角臭
罰4ふり圭崖Lの③ｨ､脳陸一E･ﾉLごノょ旧』超こWJ,ﾉよ

ii…-各写臭の鉛直長
らないと思はれる。

鯛_二)標藤(IW)H5作業の仕組象について
作業方法については最も効率的で而も

経蕊を安くするには次の方法が考えられ

る。

1）現地作業ほ凡て直営で行うこと

記及び標定点測鉦で一番重要なこと朧この

1

註 上図の如くスケールに応じて写真基線の位厩及び
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堀:Stereoplanigraphによる森林図根測量の精度について

標定点測量を行うための現地基準点を何処に選定す

かと云うことである。この選点位置と現地測量の因

子及び精度について予じめ委託会社と打合せ決定し

ておけば，その地上測量作業は凡て局の測逓技術者

が行うようにすると経費は安上りである。

叉内部図根点の増設は新規撮影地区に限るものと

し，出来るだけ経営案編成調査の担当者が調査の際

に併行して行うようにするか。或は測定係が行う現

地基準点測量の際に図根点選定の概況調査を行い良

く営林署が打合せを行い，その図根点が使いやすい

位置にあるように写真上にその位置を予定しする様
ら

にする。

2）標定点測量及び図根測逓は凡て会社委託とし

現地作業の費料を提供して行うようにする。

3）以上の測量成果をもとにして細部測量は凡て

直営で行う。この測簸は新規編成地域についてば編

成員力噺しく小班を区劃しなおした写真をもとにし

て小班界の測量も同時に行うようにする。但し収穫

済個所で小班のコンパス測量の成果のある個所は図

根点をもとにこの成果を局部修正して確定図化する

とする。

4）以上の作業方法によって確定された図根点の

標石の埋設は担当区主任が行うように指導する。こ

れは少なくとは営林署及び担当区迄航空写真を配布

して判読の簡単厳指導を行うことによって可能であ

る。

6．経養について

今回の作業は試験を慎重に行うため余分な作業を行な

っているので経喪は割葛となっている。而ながら今回の

作業の経費は従来の図根iI唾の経費とを対比しても1/3

の経擬で行うことが出来たことになる。即ち調査腫籏

15,000町歩漣対し設定した図根点362点に対しては1

点当り2,800円となり更に蜘宣点，標定点等を測定した

401点を加え測定点総数776点に対してば,1点当り

1,250円程度となる。叉面稜について見ると1町歩当り

約60円の経費を支出したが今後此の作業を要も安くす

るために前述の作業仕組象で行うことにすれば，会社委

託して行う作業費は20円～25円程度で可能である様に

思はれる。今後この経費について更に検討を加え資料を

整備すことにした。

§結言

以上Streoplanigraphの測定精度を主とする検討の

概要について説明したが：特に最近森林調査方法の新し

い技術の導入により精度の向上を図るように我含は色'々

静心しているが何んと言ってもその精度を左右する基本

図の精度向上について余り目を向けていない傾向がうか

がわれる。

現在の基本図の精度の悪い個所を早急に航空写真測量

で改測することが緊要の事であり，この予算の確保は今

後の国有林経営計画編成及び測定事業の円滑なる推進を

図る上に是非共行うべきである。

国有林野の測定甑業と経営案編成事業が車の両輪とし

て均勢のとれた作業合理化の推進こそ，先づ我灸は手が

けなければならない。そこには古から我念が先輩からう

けついで来た伝統ある技術を充分生かしながら，而も新

しい科学技術を充分とり入れるだけの準備と，検討を行

い新旧，混然とした自信のある作業態勢を早く確立する

必要にせまられている。

特に航空写真の利用については森林調査部門や測量部

門に大いにとり入れる気運が出て来ているが，良くこの

航空写真の特徴と欠点を認識して，その長所の象につい

て我灸の作業仕組みが効率的によるようにとり入れる必

要がある。いたづらに航空写真の利用効果を過信のあま

り，凡ての労苦が無になることのないように充分test

費科を整備検討して，作業の統一化を画っていきたいも

のである。

＝

今司

一
一
一
一
》

他の造葹諾拷ぬ切蒙／計z画造＃た家証免の曇具／

醐畠n-洲生長錐
テータ靭他各種外国樹種苗
笹枯殺剖（錨力除草剤）農薬各種
特許粒状固形肥料・治山用種子類
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時間は一定していないがおよそ6時30分前後の場合が

多く，通勤時間は約43分位となっている。協炭，窯入

れには他の窯から2～3人手伝に来て短時間に行うが，

童た他所の窯にも手伝に行く。その他は家族の者が手伝

い，調査対象者は炭俵作り，俵装以外のエネルギー代謝

率の高い作業についてばほとんど一人で行って居た⑥

地栫作業は現場が遠く，また前述の作業に比べて個人

請負の雇傭型態をとっておらず，農家からの通勤である

点，出発時刻も幾分遅く，通勤距離も長いので通勤時間

は約75分掛っている。共同作業で班長の指示により作

業を行っている点，休承時間や昼食時間がある程度一定

している。

種苗作業に垢いては主に女子が多く，苗畑の近くから
の通勤者が多いたあに通勤時間も短かく約28分位とな

っている。勤務時間が8時間で始業，終了，昼食時間が

一定しており，前述の作業とは勤務時間の内容を異にし

ている。尚対象とした作業はエネルギー代謝率の低い床

替，除草等の単調な作業を主として，作業の単調感が精

神疲労としてあらわれてくる作業について調査を行っ

た。

以上のごとき作業条件内で1日24時間の時間配分は

どのようになっているかを調べて見ると第1表のごとく

である。

勤務時間としては8時間労働の480分に国有林の労務

者処遇規定にある昼食および昼食休承の45分を加え

た525分前後とはなっているが通勤時間が長く，その上

傾斜地の昇り，降りがあるためにエネルギー代謝率も高

く，通勤時間往復の消識カロリーとしては平均して冬山

400cal,夏山500cal,製炭,400cal,地講,800cal,
D

種苗が197calとなっており，種苗を除いた他は何れも

1日の全消喪カロリーの1～2割を消費しているのであ

る。

当然，上記の消費力戸.リーの約1/2は朝の作業開始前

に消費されており，それだけに通勤時の消費カロリーが

多い作業程，作業時間中の休み時間は多くなっているか

あるいは勤務時間が短縮されている。このことは労働生

理学的に人間の1日全消礎カロリーに一定の限度がある

ことが証明されており，その範囲内において毎日の生活

が営まれているのであるから，一般の生活時間に要する

消費力戸リーを除いた拘束時間内においても一定の限界

がある。即ち篭者の調べた範囲では林業労働における許

容限界の労働量は2,797cal,常時経続して行える所の

実用労働量は2,328calとなっている。一殿産業におい

ては2,050calが許容限界の労働量であり,1,700calが

実用労働量といわれているが，この麓は林業労働が一般

産業に比べて勤務時間が長いこと（特に通勤時に多くの

消費カロリーを要している点）労働の合理化，機械化が

~－－~－1

巷業！
労働の休み

時間について

－△▼△－

辻 隆道 《
『(33，6，9，受理）

一

林業労働はエネルギー代謝率の高い作業を長時間にわ

たって行い，1日d4,000カロリーにも達する程の労働を

行っていることは周知の通りであり，この労働に耐え得

るために林業労働者としての労働体型が長年月の間に生

物の環境適応性によってあらわれてきたといわれる。し

かし林業労働は労働の範囲が広く，種苗作業のエネルギ

ー代謝率の低い作業から伐木造材作業の高い作業迄，そ

の範囲は非常に広い。そして精神疲労の面から肉体疲労

の面までその疲労は多種多様である。この疲労に対して

作業者は如何に自からの労働を調整して毎日の労働を遂

行しているかは一つの興味ある課題であらう。以下この

点について2．3の調査結果を述べて承る。

労働内容の概要

対象とした作業ば伐木造材作業の夏山および積雪期の

冬山，製炭作業，地捲作業と精神疲労があらわれると考

えられる種苗作業の4種類の作業である。

伐木造材作業の冬山（以後，伐木造材作業については

単に冬山，夏山と区別して簡単に呼ぶ）では朝6時30分

前後に宿舎を出発して約30分の通勤時間を要する。午

前，午後に夫を15～30分の休憩をとるがほとんど厳寒

のため休憩とはいえない程の休象で主に道具の手入れ等

のエネルギー代謝率の低い作業によって休みの代りとし

ており，これは必要最小限度に止める様にしている。夏

山も宿舎発の時刻はほとんど同じであるが通勤時間が約

50分掛る。冬山は北海道であるたあ作業者は3～5名

の共同作業により伐木造材と橇出しとを行う伐り鯛し作

業であり，夏山は内地で純然たる個人作業である。製炭

Wま出炭窯入れ等のその日の作業段玩りによって宿舎発の

《
一

鎌者・林試経営部作業研究室

－14－



1

辻 ：林業労働の休糸時間について

第1表1日24時間内の時間内容

収入のための時間月
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抜きとしての休承時間以外に附帯作業中のエネルギー代

謝率の低い作業が,再三鏡入されていることば時間分析
を行えば明らかなことである。現在の所，附帯作業は考

えずに休承時間を対象として考え，1分以下，1分～4

分，4分以上の3段階に分けて時刻毎にどのようにとら

れているかを見ると第2～4表のごとくである。

バーノン・ベッドプオード両氏の調査によると1分以

下の息抜きの頻度，長さは作業によって異なり，作業の

規則的なものでほ休憩(4分以上)もまた甚だ規則的に行

われ，作業の重劇なものほど頻度，間隔，長さが不規則

になり，一般に長くなると述べている。このことは各表

を照し合せて見ると労働の激しいもの程,短時間の休憩

休息の取る回数が多い。すなわち休憩では地誌，冬山，

夏山，製炭の順となっており，休息では冬山，夏山，地

遅れており，エネルギー代謝率の高い作業が多く含まれ

ていること等によるものである。

作業時間の時刻別休み時間

休承時間は大きく分けて息抜き（自然休息）と休憩(休

息）および労働の再生産に必要なる昼食および昼食休承

に分けられる。

息抜きは労働者が自から必要に応じて時を数秒乃至数

分という短時間とるもので，これは人間の竺錘的および

心理的欲求によるものである。これによって労働者は作

業からくる心理的飽和の状態から救われ，生理的には呼

吸，循環機能，その他，身体棲能が再び作業を続けるこ

とに適した新鮮な状態にとり戻されるのである。ことに

林業労働のごとくエネルギー代謝率の高い作業において

紘息抜きの必要存在は非常に高く，作業中においては息

一

第2表休憩時間別・時刻別の体験回数
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辻：林業労働の休象時間について

昼食休承を加えた時間としては毎日の作業の進歩状況，

段砿等によって異なり，最頻値を承ると冬山，45分，夏

山，35分，製炭，35分，地鏥，85分，種苗，60分となっ

ている。平均値としては冬山，61分，夏山61分，製炭，

58分，地簿，85分，種苗，60分となっており，地誌を除

いての外はほとんどが60分前後となっている。しかし

最頻度の時間は最低35分から最高85分迄と相当の時

間的差が大きく，個人請負作業では短かく，共同作業の

地捻では長い。しかし総体的に見れば何れも60分前後

となっており，先の休承時間のとり方と併せ考えれば一

応作業の重劇度の順に少なくはなっているようである。

以上のごとく休承時間のとり方は各作業によって区灸

であるが，何れも1日の作業遂行のためにとられている

休承であることは論ずるまでもないことである。この様

に時間分析結果より休易へ時間を見て作業の重劇度合を比

較したり，昼食および昼食休承時間を簡単に割切ってよ

いものかどうか別の立場から検討して見よう。

第3表時亥腸I休承回数

｜伐木造材
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2．37

宿舎発，現場蒲，作業開始，午前の休憩時間前後，（各

作業とも午前10時,午後3時前後に約15分の休憩を

とっておる）午前作業終了，午後作業開始，午後の休憩

前後，作業終了，現場発，宿舎着の各時刻に鮨いて測定

したが各作業で資料のそろった時刻は現場着，作業開始

午前終了，午後開始，午後終了，現場発で鯉炭作業では

午前，午後の休憩時間がほとんどとられていなかったの

で他作業についてのこの時刻におけるフリッカー値は除

外した。この盗料から作業種別，作業日別，測定時刻別

の各要因にもとづく差を明らかにするために分散分析を

行った結果，何れの要因についても明らかに有意の差が

認められた。各均の要因別にまとめた平均値と，それら

を卦罐層化法によって相互に有意の差のあるものとを区

別すると次のようになる。

作業種別

’
1

計 75015ZOS188231 94.06
《
〆平均｜ア3｣|"&|asol 11．46

霧，製炭，息抜きでは冬山，地捻，夏山，製炭の順にな

っておる。ここで注目すべきことは冬山である。なぜな

らば冬山においては寒気のためにある程度の長い休憩を

とることは困難であるため，休息，息族きの回数は多く

なっている。第3表を見れ感休承の回数が一番多くなっ

ておることが知れる。

午前と午後とを比較すると回数も時間も午後が多くな

っていることはそれだけに疲労の蓄蹟が午後にあらわれ

てくるのであらう。また通勤に要する消費カロリーの多

少によって午前中の休象回数も非備に異なっていること

が知れる。

労働の再生産に必要な昼食および昼食休承時間につい

てはﾎ腓乍に食事している時間の平均値は15分となり，

朧)(熱，熟)(雛）
作業日別

（謡『)(獺，獄)(蔚瀞)(瀞，講日）
時刻別

（午譲始作講始)f欝雷）

（午嘘了午蕊冬了職詞
すなわち作業種別に見ると製炭，伐木造材，地薄の順

に疲労反応の回復率は多くなっていることを示してい
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辻：林業労働の休承時間について

根，また苗木の病虫害の状況などに気をくばる点，作業

に対して精神的な疲労を感ずる。また除草などでは単調

感が精神疲労として肉体疲労以上に功程の低下および作

業の乱れなどとなってあらわれてくる。

現在の苗畑においては午前，午後に15分間の休みを

確実に作業者一斉に取っている。この15分休承ほ肉体

疲労回復には役立つかも知れないが精神疲労の回復には

役立つかどうかは疑問とする所である。其処で筆者は床

替，除草作業について作業の単調感を打破するために15

分の休承時間を一度に与えず5分に分割し1時間毎に5

分休承を回数多く与えた場合と休承時間を倍にした30分

を午前，午後に各1回，およびこれを10分にして1時

間に与へた各場合についてフリッカー値の変化を見ると

第2図のごとくである。この盗料について作業日別，時

刻別，作業方式別（休承時間の与え方別）作業者別の各

(A)

時刻
789／0ノノ／2ノ234，ケ

る。作業別に見ると前日の休養が充分にあらわれ第1日

が疲労反応の回復が良く，第2日，3日は明らかな差は

認め難いが疲労の蓄積傾向はうかがえる。そして第5日

は第4日に比べて幾分回復を示す。林業労働では10～15

日と連続作業を行う場合が多いのであるが，資料の関係

上6日迄の疲労状況しか求められなかったことは残念で

ある。､このことは林業労働が天候に支配されて1カ月の

稼働日数が他産業に比較して低いのと，週休が全般的に

実施されておらない産業として作業開始日から何日目に

休日を挿入すればよいのかは問題のある点で，今回の調

査では其処迄の確答が得られなかったことば非常に残念

な所である。しかし連続作業の何日目に休承を入れば良

いかは製炭作業の1例について見ると第1図のごとくで

ある。毎日のフリッカー値低下を遂日に見た場合，第6

日目位が一番疲労のあらわれてくる所であることが知れ

る。このことから先の6日間における日差の順位を見る

ことも左程,意味のないことでもあるまい。

時刻別に見た場合，本来ならば一番回復されている

作業開始時ほ通勤による疲労の影響が多分にあり，通勤

直後の現場着が午前，午後の作業開始時より，回復率が

悪くなっていることから知れる。現場満から少しの休桑

あるいは作業段取りの時間によって幾分なりとも疲労の

回復は計られている。午後開始時が一番疲労回復され

ていることは昼食鮨よび昼食休承時間により1時的なり

とも疲労が回復されていることを示す結果である。すな

わちフリッカー低下と昼食および昼食休承時間との関係

を求めて見た結果，疲労が完全に回復されたと考えられ

る時間は約50分となったが，何れの作業も昼食および

昼食fkj攻の平均値は60分前後となっていることから見

ても一応，午後の作業開始時が1日の内で一番疲労の回

復されている時である之いえる。午前，午後を通じて作

業終了時が疲労回復が一番悪いことは常識的なことであ

る。

以上は主に筋肉労働,.即ちエネルギー代議津の高い作

業の疲労について述べたが種苗作業のごとくエネルギー

代議樺の低い作業は一般に作業速度が早いか，精密な作

業あるいは注意力を必要とする精制疲労が多く含されて

いるのが現状である。例へぼ床替艇おいては常に苗木の

グ

、
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(A)15分間休憩(8)51間休憩

(C)30分間休憩(D)I0分間休憩

第2図休憩時間の長さおよび配分と

遂時間的疲労低下度
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要因にもとづく差を明らかにするために

分散分析を行った結果，何れの要因につ

いても明らかに有意の差が認められた。

時亥悔のフリッカー値低下を見るとD

の与え方が一霊労が少なく，現行のA

の与え方はDの約4倍の疲労低下が見ら

れる。BおよびCはほとんど同程度の疲

3手56秘89／0ノ／／2／3／ヂ／5
日

第1図製炭作業の遂日的フリッカー低下度

／2
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辻：林業労働の休玖時間について

の1,700calについてこの程度以上で疲労は蓄蹟傾向を

示すことが見られると述べておる。しかしこれに満たな

､､1,500cal前後の苗畑作業についてば現在の15分休

憩を5分に分割して与えたBの方法で充分であらう。

休憩時間の与え方の問題

前項で苗畑作業の休憩時間の与え方について少しく述

べたが，肉体疲労の多い作業について以下少し述べて見

る。第4図は労働科学研究所で休憩時間の与え方につい

てまとめた資料に前述の冬山，夏山，製炭,地捻の各作

業の資料を並べて見たものである。休憩時間は第4表の

合計時間を時刻の最後の所に入れたのであって，現実は

この時間を時刻毎の各1時間内において何回かに分割さ

れてとっているのが現状である。

労低下を示すが，それぞれAの与へ方の約1/2の疲労で

ある。Cは休憩時間でBの倍でありながら疲労低下度は

Bと同じである。このことは苗畑作業が肉体疲労より精

禰砿労の面が強く影響している結果で，作業の単調感を

打破するために分割した休憩を与えた場合はB,Dにお

いてそれぞれ同じ時間の休憩を二度に分ち与えたA,C

に比べて疲労度が約1/2である。休憩としての効果は分

割して与えた方がより効果的であるといえる。

第3図は遂日的な疲労低下度の変化であって，この図

からも上記と同じことがいえる。そして遂時的に見た場

合はBとCとではほとんど同じ効果であったが，遂日的

に見た場合は明らかにcの方が効果的である。即ち毎日
の疲労力錘朝には完全に回復されておる。しかし灘､作

業においては鴨賜りの理由がない限りは日曜日には休日と

して休んでおり，また労働と錘学的に見た場合ほ毎日の

疲労が翌日には完全に回復されていることは望ましい

が，事業として灘､作業を見た場合はBの程度で充分で

あらう。また苗畑作業においては殊に女子が行う作業の

消鐙カロリーは1,500cal前媛であって，一腿童業の実

用労僅鍾の1,700cal未満の作業が多い。沼尻1蕊f言はと
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第4図休憩時間の配分

一般産業のA～E迄と林業を姥鮫して見ると休憩時間

のとり方がEのI，江の鋤乍業とほとんど似た様相はし
ているが，休憩時間は非常に少ない点が知れる。そして

勤務時間が一般産業より2時間も長くなっておる。この

ことは前述の労働量限界が一般産業より多くなっている

ことによるものであらう。即ち勤務時間内の労働量に限

界がある以上，1時間当りも限界が考えられる。それを

(、）
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(c)30分間182B(D)10分間旧6回

第3図休憩時間の長さおよび配分と遂日的疲労低下度
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辻：林業労働の休慰時間について

遂行するために肉体的には無理があっても時間の延長で

補っていることである。この肉体的な面に対しては林業

労働体型といわれる特種の体格が長く林業労働に従事し

ている作業者には見られることが労働科学研発所の調査

で明らかとなっている。林業労働体型になっておらない

地簿作業の労務者（主に艇業労働者が多い）の休憩時間

配分を見るとE,Iの型と非常に良く似ている。すなわ

ち労務者として体格的にこれだけの労働量に耐えて行く

には非鴬に努力が必要となる。休憩時間ほ疲労回復のた

めにとられるものであり，作業時間と切離して考えるこ

とは出来ない性質のものである。そして作業時間内は労

働の質的な面と，休憩の過し方によっても両者の関係は

異なってくるのであるが，現実の林業労働においては労

働合理化,機械化が充分に推進されて麓らず，各地各様

の作業法，労働手段，作業器具により労働が遂行されて

おる点，休憩時間の配分も霞た非常に困難な問題が多く

含まれている。しかし林業においても勤務時間が厳守さ

れている苗畑作業（エネルギー代謝率の低い作業が多

火入作業

井上桂著

二M坊林業会（北海道札幌市豊平五条13丁目林業試

験場北海道麦場内）発行

164頁図29表65定価200円

著者は林業試験場北海道支場防災研究室長で，わが国

における森林火災研究の第一人者である。元来火入は伐

‘採跡地の整理，造林地簿，ある･いば開拓のためにその規
模に大小はあるが，ほとんどすべての林業家や山間農家

開拓者がこれを行っている。しかし中には未熟からこの

位なら大丈夫であろうと云うことでやって，予想外に火

をもらし，他人の山林まで焼いて大事をひき起している

例が毎年かなりの数に達している。

本書はこのような過ちを防止するために，著者の多年

の研究に基づいて，これから始めて火入をしようとする

人，あるいはまだ経験知識の少い人達に正しい火入の仕

方ならびに注意を，多数の図表を附して，懇切に要領よ

く述べたものであって，わが国唯一の火入指導書であ

る。森林家ならびに山間農家開拓者にとつてほ，待望の

良書といえよう。

内容は，第1編「火入の基礎」第2編「火入の技術」

の2編よりなり，第1編では，日本および外国における

火入の歴史とその可否・火入の目的・火入の森林におよ

い)においては,前述のごとき休憩時間の配分が考えられ

る。そして休憩時間を分割して与えた場合は一般産業の

エネルギー的に見たA,Bの極軽作業,軽作業の休憩巖間

配分方法と同じになるのである。そして一般産業の図に

対して「特に相手によって制約されるベルトコンペヤー

のような他律的な作業，団体白鋪且作業でほ自己調節がし

にくい。また自律的な自由に出来る作業でも年少者や未

熟練者はともすると自分の心身の能力の限界を知らず，

自己調節ち少くて疲労し過ぎ，果ては病気になって気が

つく････休憩はその長さと回数は作業の種類によるが，

どんな労働でも少くとも午前と午後2回宛の計4回5分

～10分，10分～15分，中間休憩60分が8時間労働中

に所走休憩時間としてキチント挿入されることが，1日

の生産曲線，1週，1カ月のそれを低下させずに確保す

る一つの重要なものであるが，案外軽く承られている．･

･･」と説明されている。このことは休憩時間配分を考え

る場合には是非とも忘れることの出来ない言葉である。

ぽす影撫・燃焼の条件・延焼してゆく速度。飛火する距

離・火入に必要な気象の知識・火災と気象との関係・林

況と火入の危険度，等について述べ，第2編では，火入

の計画・火入地の選定と必要な準備・火入実施日の選定

に必要な条件・火入の方法・火災の危険の少い湿潤期に

火入するときの燃焼補助剤・区域外への延焼防止に必要

な準備・延焼したときの消火方法・火入時の警戒と残火

処理，等火入技術につき識Ⅲに述べてある。なおこれに

火入するときにどうしても知っておかねばならない関係

法規が集録してあり，更に研究者のために119の内外の

文献目録がつけてある。（林試防災部・岡上正夫）

一官行造林概説一大久保恭著
◇官行造林に関する唯一の，しかも業識旦当者必
擁の研究書
定価500円A5版

〒56円426頁

林業解説シリーズ114

「造林技術のあり方」

－拡大造林計画を批判して－

四手井網英著

定価50円〒8円

一発行・林業技術協会一

----‐19．－－－－．



一色一一一一画一中－1
■凸一一一一一‐

民有林に於ける鉄線運搬の方向
－岩手県の場合を中心として－

上 飯坂実 (33，7．19受理）

■～ー~｡一一■■~…Ⅸごー－‐ 一一｡■－－国一ら一P－－-一一一ョ学一一一一一一一＝た畠Ⅱ一国二一厘一〃＝～手

民有林の企業性は機械力の導入によって，叫ばれる程には飛躍的に優利とはなら

ないのが常である。比較的資本のかからぬ銭磯運搬の場合ですらそう言える。併し

このことば，機械力の導入を妨げる何等の障害とはならぬ筈である。何故なら，機

械力の導入は経喪の節減も勿論その目的とするところの一つであるが，何よりも適

切なる労働力の配分を可能にするということが主眼であるからである。林業に於て

は殊にこの点は大切であろう。

筆者ほ岩手県の場合を中心として，木炭搬出の手段たるべき鉄線運搬についてそ

の可能性を検討し，特にその感を深くした。

一文を草するに際し，資料を提供していただいた岩手県木炭協会，アンケートに

寄せられた方を及び松岡安造君に感謝する次第であります。

1．発展の過程これ等の鉄線運擬装置によって鐙出される木炭の年間

岩手県に於ける民有林は蓄積に於て約75％にあたる搬出量は2,000,俵程度から3万崖程度室であり，全施設
8,600万石は広葉樹天然林によって占められ，その中約によって搬出される量は20万乃至25万俵と推定され

6,000万石は勇縦林である。木炭の生産量ば需間1,000る。この数字は昭和31年度岩手県木炭生産量1,057"

万俵にのぼり，全国一の木炭生産県となっている。しか俵の3％に満ぬ量である。

しながら之等の識についてはほとんど準されること

唾
華
４

なく，旧態依然たる方法がとられていた。

岩手県に於て鉄線連接装置が木炭運巌に使用されるよ

うになったのは昭和25年頃からであって，時期的には

決して早いわけではない。その後昭和27年から28年

頃に至り，県及び木炭協会等が率先して鉄線運搬の普及

につとめ，これと同時にこれ等の機械器具が容易に入手

出来るようになってきた。当初は何れも巻田式を使用し

ていたが，今日でほそれに多少の改良を加えた今別式も

使用されている。今別式とは青森県今別営林署に於て考

案され青森市の浦町鉄工場がこれに若干の改良を加えて

製作したものである。現在岩手県に於て巻田式の中に取

り入れられている今別式の溌械は主として滑車で，その

他制動装置が若干使用されている程度である。滑車は巻

田式に比して溝が深く継線部分でも脱落する心配がない

のでかなり普及している。

併し制動装置は，制動能力ば非常に大きいがやや高価

なために，強い制動能力を必要とする急斜地以外ではほ

とんど使用されていない。

現在岩手県に於て鉄線運搬の使用されているのは21カ

所で，架線の総延長は7,540m,1カ所当り360mであ

る。

40万曇以L

20－40万

10－20乃

6

10蒲以下

鉄岨傍注地

毎
ゴ
ノ

筆者・岩手大学農学部助教授

－2．－国~】本礎鑿“寵(鴫…蝿騒“
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上飯坂：民有林に於ける鉄線運搬の方向

現在鉄線運殻装置の架設利用されている場所は図－1

に示すが，この他にも現在の存否明かならざる個所が5

カ所程あったが除外した。図－1には同時に木炭生産量

の分布も示した。

これによって見ると岩手県の木炭生産量の多い地域は

県北であり，面積的に見て岩手郡,二戸郡,九戸郡,下閉

伊郡でその過半数の60％を占め，その蓄蹟も67％がこ

の地区にある。ただし県南の例外として気仙郡がある。

地勢的に見ればもっとも多いのは中央の北上山脈の山

岳丘陵地帯であり，次に奥羽山脈につらなる山侭地帯，

太平洋沿岸地方ということになる。

鉄線運搬装置の利用も大体木炭生産量の多い地域に集

中しているが，二戸，岩手，下閉伊の諸郡ではその生産

量にくらべて利用度は少ない。

作業については，各利用者に対するアンケートによっ

て見ると1回の搬出量3俵というのが大部分で，2俵と

いうのがいくらかあった。叉1日の搬出量は300～500

俵である。

使用鉄線は6mm(4番線）が多いが，この場合には

1回3俵という荷は妥当と思われるが，1日500俵を出

すためにはかなりフルに活用せねばなるまい。

運搬方式はほとんど複糠交走式で，これはすべて制動

装置をもち，1路線の承が単線の無制動による飛ばし込

み方式をとっていた。

架線長は400m以下が大部分であり，最も多いのが

300mの38%,次いで200,400mの各23%である。

普通に市販されている鉄線肱220mのものと330mの

ものがあり，架線長400mのものは2201nのものを継線

して使用するわけである。

2．利用度について

民有林における鉄線運搬の経済性についてはすでにか
旬

なり研究されている｡岩手県においても,県木炭協会がそ

の調査を行い，鉄線の利用が多くの場合有利であること

が宣伝されている筈であるが，実際の利用度が木炭生産

量の3％に満ぬということばどうしたことであろうか。

因象に本県における私有燕林所有規模別戸数と面積

を見ると，所有規模5町歩以下というの力狂倒的に多く

約80％に達するが．面責的には16％にしかならない。

5町歩以下の講談林では自家用の薪を利用するだけでほ

とんど精一杯であって，鉄線露の茄譲に5万，10万の

金をかけて謂読を掻出することは無理であろう。

日本林学会調b支部では昭和27年から昭和28年に

わたり，東北地方謝振林の夷誤調査を行ったが，この調

査によれば農用林の経営面積が10旧]歩以下では謡蚤費

を差引いた萄高が10万円程度にしかならない。差引残

高が30万円以上でなければ1時に5万円の施設費を出

すことが出来ぬものとすれば，極く大雑把に見て30町

歩以上の薪炭林所有者でなければ鉄線の利用は無理とな

る。岩手県の場合30町歩以上の所有規模を有するもの

は戸数にして,蝉､に25％であるが，面穣にして213,000

町歩であり全面積に対して50．8％を占めている。

昭和27年民有林野調査によれば県内の伐採可能なる

5令階に属す広葉樹薪炭林面積は10万町歩であるが，

この中所有規模30町歩以上の者の占める面積を5万町

歩とすれば，この面積に対する鉄線の包蔵利用度はどの

程度となろうか。

岩手県木炭協会では県内に於ける鉄線の利用可能の分

岐点を年間搬出量5,000～10,000俵としているようであ

ったが，石数にして2,000～4,000石である。

仮に4,000石の伐採可能蓄積がなければ鉄線の利用が

出来ぬとしよう。1町歩当り平均100石の蓄積とすれば

約40町歩の山と言うことになり，前述の5万町歩（実

際にはこれを上廻ることになろう）を徹底的に鉄線を利

用するとすれば，その架設個所は約500個所の多きにの

ぼる。併し実際にはそのような施設を必要としない便の

良い処とか，地形上架設が無理である処等があるので，

この中2割が利用可能であるとしても100個所で，現在

の21個所とは大きなひらきがあることになる。このひ

らきは机上の計算であることに由来するひらき以上のも

のがあるように思われ，原因はもっと深いところ，すな

わち山林所有者の，さらに県下の農村に於ける薪炭林経

営或は製炭経営に対する思想に由来すると考えられる点

が少なくない。

林野庁の山応鰹済実態鯛査書薪炭林瀧第2号（昭和28

年）は岩手県下閉伊郡刈屋村の薪炭林実態について詳細

に調査分析されているが，これによれば本県に於ける山

林所有者の事業に対する考え方が如実に示されているよ

うである。

X腫村に於ける薪炭生産量は昭和27年度実績につい

て見れば薪材10,410石，木炭167,122俵となっており

本県の中でも上の部に属す。併しながら10町歩以下の

山林所有者ば恒続的に薪炭材の伐採を行うことが出来ず

ほとんどの者は僅かに自家用の薪炭材を得ているにすぎ

ない。一方20～100町歩経営の階層は約10戸程あるが，

相当利用可能の林地を持ちながら年200～500俵程度の

生産しかあげず，しかも自家労力の承に頼ると言った極

めて非生産的な経営を行っている。このことは県下一般

に言えることのようであり，彼等自身の生活がなんとか

確保されればそれで事足りると言った考え方が幾村に於

ける経営の基盤となっている場合が多い。

併し100町歩以上の大面積所有者は計画的生産意慾と

能力を有し，雇傭労力による生産が多くなっていると言
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上飯坂：民有林に於ける鉄線運搬の方向

うことであるが，まだその成果は顕著であると言えな

い。

3．経済性について

（1）材料費及び建設費

鉄線運搬は固定費が少なくてす象，薪炭材の蓄横が一

応まとまっておれば比較的手軽に利用出来るのが強象で，

あるが，経営鏡摸の小さい山林所有者の多い民有林では

僅かの固定費ですらなかなか支出出来ず問題はそれ程簡

単ではない。

それで今資料によって材料費がいくらになるか数例に

ついて調べて見ると表一1のようになる。

表－1岩手県に於ける鉄線利用の状況

で62%,400mで57%と60%前媛の経費しかかかって

いない。佃端にも多少の変動が見られるが，鈴課，それ

に主として曳索用の鋼索に中古品を使っていることが，

このように差のある原因となっているようである。従っ

てこのことは作業に差支えない限り容認されてよいこと

であろう。その点から見ればA,B,F,G,H,1,

K,L,Mの9カ所は大体妥当なものと言えよう。この

中L,Mは樗準と甚しく差があるが曳索に中古品を使用

しているようであり，距離が長いのでその差が著しくな

ったものであろう。
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図－2踊雛と参壗良経費の関係

(2)の搬器関係もかなりばらつきがあるが，これば主と

して，鮴入価格の差によると思われたので割愛する。

③の支持金具については図－3に示す。ここ場合も標
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架識風雅力轄大すると単位長さ当りの材料喪は安くな

るので200,300,400mと距爵鰐Iにして掲げた。岩手富

士産業KKの価格は標準のものであるから各咽縦別にこ

れと比較して見ると適正と思われるものが各クラスに’

つづつあるが他はほとんどが，標準より安くなってい

る。そこで各部品珈ここれを分析して見た。

部品を(1)蝿尉2搬器（吊稀金具，ローデングテープル

等）伯)支捺金具（支捺金具，振止）(4)その他（ウイン

チ，グリップ.，ターンパックル，ボルト等）の4つに分

ける。

図－2は銭諒の晦雛と経費の隣豚を示すが，ほとんど

が美諜で示す標箪軽菱以下であり,200mで59%,300m

ざ

4

3

Z

・A、F
e

DＬ
寸
円

ノ",x2"3""""｡""

図－3距離と支持金具経菱の関係
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り，しかもその増加は極く僅かであるので,前蝕の地形

の変化に伴う支描金具類の影灘はほとんどないと考えら

れる。

そこで鉄線或いは曳索だけ中古品を利用して，その他

の部品を全部新しく購入した場合に大約どの程度の経蕊

力泌要になるか計算すれば表－3のごとくなり襟準より

20%前後の経費節減となる。

準より安い個所が多いが，大体標準に近いと思われるの

ltA,D,E,H,1,L,Mの7カ所でF,G,MIX

標準に比し幾分個数が不足していた。

(4)のその他の部品については図－4に示す如く，鞠同

所非常にかけはなれた値を示したが,A,E,F,G,

H,J,K,Mの8個所は大体標準のものと考えられ

た。特にかけはなれたB,C,Dはそれぞれ今呂賦，コ

ロレフ式，単溌飛ばしである。
表－3距離別標準所要経費

日距離|200m
材料及び架巖鐵｜“,600円

8001400

64,000173,000
S ⑤8

4

架設費は支柱の這穀がその大部分を占めるが，これは

距離と茸鰯彦によって差がある。支柱に使用される木材を

全然経費に入れぬものとしても4,000円から15,000円

迄のひらきがあるようであり，実喋には錨器材購入喪

より大きくひびいてくる場合が多いと思われる。

（2）人力作業との比較

鉄線錘の作業量は胆醐&によって差異があるわけであ

るが，アンケートの結果等から見ると200m乃至500m

の晦誰ではほとんど差異が認められぬようであった。前

述のごとく，躍誰は300mが最も多いが，穰込,識]し

を入れて木炭3俵を出すのに5分かかるとすれば1時間

で12回，36俵，1日8時間穆鋤とすれば1日で288俵

が搬出される。

以上の資料から鉄線運搬の場合の経菱を算出すれば次

のごとくなる。

固定経費

器材費及び架設費は5年償却とし，施設は5年間張替

を行わぬものとすると1カ年当りの固定費は

器材費十架急潰=13,600B･…蕊譲費･4,000円の場合
5

15;800円･･･蕊穀費15,000円の場合

‐

。
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図－4距離と雑部品経費の関係

以上の結果から部品の種類及び数量で，最も標準に近

いのがA,H,Mの3個所であることがわかる。ただし

Mは一見甚だしく標準からはづれているように見える

が，部品に中古品を利用している為である。

更にE,F,G,1,K,Lの6個所もかなり標準に

近いものであることがわかった。

部品の中で一番差の大きいのは支持金具と振止金具の

数で，振止金具等は使用していない所もある。この部品

の数にこのような差があらわれるのは，これが地形に支

配され複雑な地形では当然支持点も多くなり，このよう

な結果となるのであろう。

次に部品別に全経費に対する割合を求めて承ると表一

2の如くなる。

表－2部品及び＃鋼捌経費内訳

今

変動経菱

磯込潅御しに要する人夫は1日2名で，1人1日400

円とすれば1俵当り2．66円となる。之に対して人背運

搬の場合朧固定費はかからず全部が変重蹟であるから，

鉄線“との“は年儲搬出量と人力による“費，即

ち主として遷識風誰によって決る。その漢豚を図示した

のが図－5である。

例えば人背運搬の場合の単価が5円の場合は5,800～

6,300俵〔鉄線施設の架設擬幟前述の如く巾を持ってい

る）以上の年間搬出量がある場合は銑腺の方が有利とな

る。

今f:1カ年当りの固定経菱

V:鉄線による1俵当り変動経費

20oml3001､0．
44％’52・58
12108

456‘

403328

~誌輔~璽遡
鉄線

搬、器

支持金具

その他

表－2よりわかる如く，銭線とその他のウインチ，グ

リップ，ターンバツクル等の経謎が80～90％の大半を

占めている。匪灘の増大に伴って経費の増すのは銭謀と

支持金具類であるが，支持金具類は僅か5％前後であ
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俵当り50円近くの採算割れとなり，このしわよせが製

炭夫にゆくといった現状では，製炭夫の数が次第に減少

するのも無理からぬことである。

鉄線運搬に限らず，林業に於ける作業の機械化の思想

の底にひそむものほ，この種の不合理を是正することに

ある筈である。

一般に木炭生産の型態は(1)仕出し②賃焼③自営織歩焼

の4つに分けられるが，自営製炭以外は多かれ少なかれ

業者或ほ地主の従属的性絡を有す。しかしながら本県の

場合，自営製炭は概ね農閑期の副業的なものである以上

余り大量の生産は期待されず，仕出し叉は賃焼きがその

大半を占める。

岩手県北の山形村ほ全国一の木炭生産村で年間40万

俵の生産を見るが，林野庁で行った昭和30‘年山村経済

実態調査書，木炭流通織購篇第1号によれば「仕出し」

製炭は全体の60％を占め，賃焼35％をはるかにしの

いでいる。

「仕出し」は業者から原木盗金の貸与を受けるほか，

その他生産手段は一切製炭者がもつことになっており，

貢焼よりは製炭者の自主性が認められてはおるものの，

黄金の面で完全な従属性を帯びている。したがって製炭

者が鉄線による振出を試承ようとしても，傭主がそれに

対して理解をもち資金の面で援助するのでなければほと
んど不可能ということになる。

次に同じ報告書に基づいて木炭生産価格がどの様に形

成されるかを見れば表－4の如くである。

表－4木炭生産礎内訳の一例

””
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図－5鉄線と人背の損益分岐点図

v'：人背腫よる1俵当り単価

X:年間猿出量

とすれば，あげるべき利益額mは

m={v'-(v+4)}¥…………､…(1)
従って所求の利益を得るべき年間搬出量xは

x＝聖±_堂v,一V･･……･･･…・・・…・…②

今m=10,000円としv'=5FJ,v=2.66円,f=13,600

円とすればx=10,100俵となる。10,000俵の木炭を生

産する為には約4,000石の原木が必要であり,1町歩

100石とすれば約40町歩の山が必要となる。叉同様に

1町歩100石の薪炭原木伐採可能の山が30町歩あると

すれば，生産される木炭ば7,500俵となるので鋳湶の方

が有利ということになる。

先に§2の利用度について生きた謂談林30町歩が鉄

識利用の一つの条件になるのではないかと述べたが，以

上の結果から見ても大体の目安となることがわかる。

木馬を利用して搬出する場合と比較すれば更に鉄線の

方が有利となることは勿論である。

4．結び

本来鉄線域f作業というものは木炭，薪の為の搬出施

設であり経費の節減と労働力の集約活用ということを目

標としていたが，木炭，薪ば木材にくらべ擬出に要する

経費は少なく，従って経費を安くするということば容易

なことではない。前に途ぺた如く，仮に1万俵の木炭を

1銅開に搬出するとしても人背遮股にくらべ利益は1万

門程度であり，1俵当り漸く1円安くなるといった潅装

である。併しながら茨崖に1万円安くなるということは

なんとしても生産者にとっては有難いことであり，次の

新しい仕顎に投資し得る童とまった金が出来ることはや

ばり大きな前進と考えられよう。

誉手木炭が高い原木に対して木炭価格下落の為に，1

ぺ

ご

立木“炭雪包装費|運搬饗|雑費
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360.3
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145円120
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この中運搬施設に関係する因子は運擬費であるが，こ
れは小出しと駅出しに分れ鉄線運搬の可能な分は小出し

である。併しこの費用が僅か5～7円ということであっ

て見れば，このことの承では経済性に於て決してすぐれ

ているとは言えぬ。

しかしながら鉄線運搬が木炭ばかりでなしに，薪材を

も含めた二元，三元的な利用の途の講ぜられる処では次
第に有利となることは勿論であり，これを集中利用する
ことによって更に一層の効果を斯待することは出来る。

県木炭協会でも，今後の木炭生産の問題は労務者の適

正配分だろうという意見を述べていたが，要するに民有

林に於て鉄線運搬が今後更に発展する余地があるか否か
は，これを利用する母体の合理的な企業性の程度如何に

かかっており，殊に岩手県に於ては木炭生産の機鱗に於

てその根源で，現状のごとき低位の生産態様が打破され
ることが先決であろう。
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ラシヨツセ氏

とオートクールの照査法試裳林

私がラシヨツセ氏(M.E.LACHAUSSAE)に紹介されたのは,1956年6月19日，ジユラ(JURA)

の小さな町アルボア(ARBOIS)に謹丘いモアドン(MOIDON)の森林においてであった。その前日の18

日に減は治水山林学校の129鋪生と共にブーンシーを発って，美しいジユラの山中にあったのである。ラシヨ

ツセ氏ば当時ジユラを管轄する第21治水山林管区の長官であったが，ナンシーを出てから35年近く，一

撤してフランスでも最も重要な材薬地帯であるジユラ管内で過したという森林官として真に恵まれた経歴の

捲主であった。

翌20日午後，私は一行と別れ，ラシヨツセ氏自らの案内で，オートクール(HAUTECOUR)の照査法

試験泳を訪ねたのであった。ナンシーのピネイ麹受(M､1eProf.R..VINEY)から，この照査法試験林の

ことを聞かされていた私は，このジユラ旅行の一時を利用してそれを訪れるべく，かねてから同謝受を通じ

てラシヨツセ氏に依頼してあったのである。

私達が試談林についたのは午後3時頃だっただろうか，小雨に煙る試験林の入口に車を止めた老撫林官は

一枚の古びた地図と数枚の本数分配曲線とを私に示しながら，過去50年間の試験の結果を詳しく説明して

くれた。鶴まその中で，この試験林ば自然条件に恵まれていないこと，各林班は各を担当者を異にするため

その経営方針も若干異るが，一設に一斉鋼この傾向が鼓いこと等を述べたのち，単木状択伐林というような

ものは一種のユートピアに過ぎず，現実に得られるものは，程度の差こそあれ，斉一な幾つかの樹木群から

なる群狭択伐林だけであり，この樹木群の面被が大きくなればついには一斉林となること，そしてその原因

は，寺崎博士の説のように，天然更新がすべて群状にしか行われないことによる事などを熱心に強調したの
であった。

それから私達は雨の中を1時間余り林内を見て廻つた。彼のいう通り，森林は決して好ましい状態にはな

かった。林班毎に土壌条件や地形が異り，単純な比較は困難であったが，択伐林的取扱にもかかわらず，一

般に一斉林化の傾向が著しく，更新は一部を除いては極めて悪かった。クペー(COUVET),エンメンター

ル(EMMENTHAL)等のスイスの立派な択伐林を見，この日の午前中にも，エツセルバル・タルトル

(ESSERVAL-TARTRE)の優れたモミ,1､ウヒの混交択伐林を見て来たぽかりの私ほ，照査法の試験地と

聞くだけで，これらに劣らぬ択伐林を期待していたのである。しかしこの期待は余りにも無残に裏切られて
し蓑つた°この試験地を訪ねることによって私の受けた失望にも似たショックは決して小さくはなかった。

同時に照査法や択伐林というものに対する秘自身の認識について，反省の強い動機を与えてくれたのも，こ

の試験林であり，ラシヨツセ長官自身であったことは否むことができない。

ジユラの首都ローン・ル・ソーニエ(LONS-le-SAUNIFR)に眠れぬ一夜を過した湛は，翌朝再びラシ

ヨツセ氏に迎えられて，彼の役所に行き，いろいろな資料を見せてもらって午前中を過したが，辞去にあた

って彼は，この試験林についての50年の経過をとりまとめ，私の滞仏中に送ることを約束した。この研究

報告は，しかし印刷が遅れたものか，私の手許に届いたのは，帰国後半年を経た本年6月の半ば，すなわち

私がオートクールの試験林を訪れた日から1年の後であった。

クベーの森林に|郷する種々の報告が，照査法の輝かしい勝利の記録であるとするならば，このラシヨツセ

＝

今

訳者・西京大学助教授
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大隅：エー・ラシヨツセ照査法応用の50年
－

氏の報告は，苦闘する照査法の一面をえがき出したものといえよう。しかもこの試験林は，その当初におい

ては，ピヨレイ(H.BIOLLFY),シェツフェル(A.SCHAEFFER),ダルペルニイ(A.d'ALVERNY),

ギヤザン(A.GAZIN)等のギユノレノー(A.GURNAUT)直系の人公によって管理経営されてきたものな
のである。そうした意味でこの報告は照査法にとって極めて重要でなければならない。

さらにこの報告を読んで興朱深く感ぜられるのは，著者等が，わが寺崎隆上の天然生体の瀧豈漣関する説

に，一つの論拠を求めているということである。単にラシヨツセ氏からのみでなく，滞仏中潅は寺崎博士の

名を耳にするとと一再ではなかった。これは同鯉士の輝かしい業蹟が，フランスの自然華林業に，大きな

鱗騨を与えていることを物語るものであって，われわれとして見逃してはならぬ事実であろう。

オートクールの試験林は，この50年報告に一糊を劃して，今や新しい半肚約への第一歩を踏象出したの

である。営々 として続けられるこの真鑿な努力に敬意を表し，百年報告に輝かしい成果を期待すると桑に，
森林官として塙笥の栄位たる治水山林穂監(InspecteurGeneral)に昇進せられたラショツセ氏に，抑え

難き敬慕の念を以て，心からなるお祝の言葉を申し上げたい。-1957年，訳者一

＝ "一一一一一

《
》

略歴

LACHAUSSEE(Emile-F61ix-Charles).
1899年10月9日生る。

農業技師

1920～1922,ナンシーの治水山林学校学生｡

1922～1930,治水山林看守一ジユラ県，サラン・レ・バン治水山林小区鋒

1931～1942,治水山林区長，ジユラ県，アルポアおよびポリニイー治水山林区担当。

エ943～1957,治水山林管区長官，ジユラ県，戸一ン．ル．ソーニニ駐在。

エ957年3月31日。治水uI林総艤，東部フランスにおける11個の治水山林管区を統裁し，

赫業数着および国家森林調査の責淫昔となる。

ローン・ル・ソーニエ1957年6月5日3月号に発表されたものです。私ば鼎

‐

ｰ

ローン・ル・ソーニエ1957年6月5同3月瀞に発表されたものです。私ばその別刷をようやく

親愛なる大隅君，受け取ったばかりです。

貴君の4月I日附の御手紙確に拝見しました。ここに私の研究は，スイス及びユーゴスラビヤにおいてある

「照査法応用の50年」に関する私の研究の別刷を同封種の衝動をまきおこしたようです。しかし私は，ただ事

御送りすることを嬉しく思います。この研究は先頃，フ実を客観的に分析したに過ぎま巷ん。そして私は単木状

ランシニ・コンテ林業協会誌(LeBInletindela あるいは非常に小さな単位面(P1aceau)禽》による択伐

Societ6ForestieredeFranche-Comte)')の1957年作業は，更新が不断に行われる場合にのゑ可能であるに

－26－



大隅：エー・ラシヨツセ照査法応用の50年

これが森林の管理を目的として，フランス

に設立された最初の民間団体の一つであった

ことは，先づ間違いないところである。既に

物故した人盈の承を記すことにすれば，設立

者の中には次のような人倉が名を連らねてい

た。

－フランスの森林官：

オーギユスト・ギアザン(Auguste

GAZIN),ルイ・ドゥ・リヨクール

(LouisdeLIOCOURT),アンドレー

シエツフエル(Andr6SCHAEFFER),

これらに，1910年から，アンドレ・ズル

Jマリ ナン圭一一
○

フ

ラ望

ン§
ス

ジユラ地方黒圖ボ
ル
ド
Ｉ マル垣ｲユ

J
＝

－－

ペルニイ(Andred'ALVERNY)が加

わったのだった。

－スイスの森林官：

オーギュスト・パルペイ(Auguste

BARBEY),アンリ・ピョレー(Henrf

BIOLLEY)5》ウィリアム・ボレル

(WilliamBOREL),

－フランスの林業家：

ク戸イザ兄弟(LesfreresCROIZAT)

アンリ・ジョベ(HenriJOBEZ),ロマ
ー

3，40ﾝ兄弟(LesfrbresROMAND).
このように，照査法協会にはフランス及び

スイスの傑出した森林官達が相集ったのであ

るが，中でも棒記すべきはダルペルニイ，シ
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エツプニル，「ギアザンであって,1930年「モミ林」

(SAPINIERES)(7)一フランスの林業隣M系の本で外国
、

語（英語，日本‘'語）に翻訳された唯一のもの一を発表
したのである。

●

設立と共に，照査法協会はオートクール（ジユラ県＞
(HAUTECOUR)(mRA)の識或に54ヘクタールの

モミ林と，針葉桜鱒入の途上にある低休9ヘクタールを
頁入れたのであった。

オートクールのモミ林は掘友670～770m,上部ジニ

ラ期層(JUrassiquesuperieur)(Portlandien,Ki-
mmeridgien)7'のかたい石灰岩よりなる乳房状の高原

上に位展し，ために，土壌は非常に浅いランジヌ(Ren-
dzine)s'であって，石灰岩があちこちに露出している。

けれども西部には氷河堆積層(Placageiluvio-glaciaire

石灰質の砿及び小石)，）が存在し，深い褐色土壌を与え
ている。これらが照査法試験林の中で最良の土壌であ
る。

クレルポー(CLAIRVAUX)(試験林西方2km,海

抜540m)における年雨量は163日間で1,495mm,

過ぎないことを立訂教します。琴fが不鍛であればあ

る程，益為林分は大きな樹木群(Bouquet)を単位とし

て一斉*煙となり童す。ところでこの真理は，一人の傑

出せる日本の林学者寺崎隆士3)によって発見せられたも

のでありまして，私は同博士を引用することを忘れはし

ませんでした。

貴君のことを思い出しながら。敬具

治水山林総監エ・ラシヨツセ
〆

(E.LACHAUSSEE,Inspecteur

G6neraldesEauxetForets)

照査法応用の50年

(50Ann6esd'Applicationdela

methodedeContF61e)

ギニルノー(GURNAUD)4)の15人の弟子が，クレ

ルポー・レ・ラク（ジユラ県)(CLAIRVAUX-LES-

LACS(mRA))に，森林および植旅予毒池の研究と，

管理，買入，経理を目的とする「照査法林業協会(Lal

SosietecivileforestiもreduContr61e)」を設立した

のは1906年4月18日のことであった。

桑
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大隅：エー・ラシヨツセ照査法応用の50年

（平均0,N,M)'｡》に達する所から見て，試験趣は雨遥

に恵まれている。

しかしオートクールの高原はアン(AN)河流域の東

向斜面に位置し，南方要素の影響を受けることが非常に

大きく，照査法試験林から600m離れて隣接するモミ林

には，ツケ(BuiS)が豊富に見出される。石灰質土壌を

好む潅木群を随伴するカシワ林を再現せしめるためには

一回の皆伐で充分であろう。ブナ(Lehetre;Fagus

silvatica)カエデ(L'6rablesycomorejAcer

Pseudoplatanus)は稀で繁殖の仕方も遅い。広葉樹の

中で侭勢なのは多少とも雑種のシエーヌ．ルーブル

(Ch6nerouvre,Quercussessiliaora)或いはシエー

ヌ・ピュブザン(ChenePubescept,Quercuslanu-

ginosa)'''1､ネリコ(Lefr&ne;Fraxinusexcelsior)

である。

平均雨量がこのように多いにもかかわらず，乾燥は非

常にきつくて，クレルポー測候新の降睡多角形(Poly-

gonedepluviosite)'2)並びにクリモグラム(C1imo.

gramme)'3'",蕊繰によってもたらされる大きな障害

を示している。1941年から1949年において，夏の3カ

月間の平均乾燥係数(L'mdicemoyend'aridite)'4)

は，モミの圭存限界である50以下に低下している。

このように，オートクールのモミ林は，どちらかと云

えばあまりめく．菫れない生態的諸条件の中にあり，殆ど

モミの自然分布範囲の限界にあると云える。，

◇

照査法協会の規約第3条は次の如く定めている。

「原則として，協会の全所有地はギユルノー氏の照査法

によって経理せられるであろう。即ち，

「不変の区劃(Desdivisionsinvariables)が，固定

した境によって現地に設定せられる｡」

「各区劃は，以後，一種の独立森林となり，施業単位と

なってその進化は次のようにして別灸に追求せられる。

「1.,全林木の正確な毎水調査(Lecomptage)。測定

は常に，水平剥皮により印附けされた同一の点で行われ

る。この毎木調査は二回の伐採の間において，よりよく

は,'f辮木選定<martelage)I6'の直前になされる。

「2.,鍵採木と，毎木調査におけると同様の方法で測定
される。

「3．，上記の結果を用いて，成長鐘の計算が可能となり

「4.,伐区(Lacoupe)'''毎になされるこの計算の結

果によって，それが明にされる。

「かくして吾灸は確信を以て，収益(Lerevenu)を

資本から区別することが出来る。このことは森林内に，

最大の収穫(Lerendedement)をもたらすに必要な

最小の資本を蓄積することを可能ならしめ，そして，士

地から最大の生産を獲得することの探究を可能ならしめ

る。」

照査法協会の諸特色の中で次のような点を挙げておこ

う。

－－通信会員(membrescorrespondants)および準会

員(membressuppl6ants)の存在。これは協会を一つ

の学会(Academie)に類似せしめる。しかし実際はこ

の制度は廃止された。

一一協会の運営は，少くとも5人のメンバーによって織

成される代表者会議によってなされる。

これらの代表者は無記名投票によって選ばれ，任期は

終身叉は，その辞任までである。代表者の最大数は協会

によって管理せられる森林の区劃(Ladivision)(林班

《LaParcelle))の数に等しい。

各代表者は1～数個の林班の技術的管理を行う。一つ

の区劃の中では，それを管理する代表者の命令及びその

責任においてでなければ何一つ行うことは出来ない。さ

らに各代表者臓総会(L'Assembl6eG6n6rale)P照査
および批判の下におかれる。

－会長(Lepresident)はオートクールの森林におい

てその単反穫を予定せられる区劃を担当する最年長の代

表音である。從ってそれば毎年かわる。

一各区豊ﾘは5年毎に，伐採木選澄の画苅に調査せられ

る。大きさは胸高において，輪尺によって測定せられ，

20cmを単位として周囲を以て呼ばれる。

従って，実際に測定せられるのは直径である。直径を採

用しようとする試象は，1935年頃あったけれども容れら

れなかった。と云うのほ，ギニルノーは周囲だけしか用

いなかったからであり,就中,成長量(L'accroissement)

計算のために使用せられる印刷物は1906年以来，周囲

を趨諭として調製せられているからである。

14個の20cIn周囲階に対応して,18個の5cm直

径階があるにもかかわらず，そして，「･モミ林」の中に

はただ直径だけが用いられているにもかかわらず，かわ

るこ･となき周囲の使用は，伝統の崇拝によるものであっ

た。統計的理由によって,20cm周囲階よりも，もっと

小さい大きさの階を用いるのが望菫しいと考えられる。

周囲階唯剥皮器を用い，調査された木の上に，最初の

調査については次のような記号を用いて記入される‘7'。

406080100120140160180
1Z4CX

200220240260280

111Z141CX
一一一一一

水平の棒線に輪尺があてられるべき場所を示す。次か

らの調査では，古い印を更新し，更に成長量に従って一

つ或いは数個の水平の嫁線を左上方に，周囲成長10cm

《
。
》

勺

乱

《
里

－28－



“

。

＝

大隅：エー・ラシヨツセ照査法応用の50年

毎につけていく。

例：初回調査において120のモミで，140に達したも

のは次のように印附けられる。
＝＝

Z

このような方法は2重の利点をもたらす。

一調査と伐採木選定の間で，呼唱によって生ずる誤差

全部を避けることが出来，後者は輪尺なしでもやること

が出来る。

-f癖木選定に当って，滞留木(Lesarbressta-

tionnaires)即ち,2回の調査の間に何れの周囲階をも

越えなかった木を見分けることが出来る。

－調査は周囲40cmの木から実施せられる。この木

は成長量計算には入らないけれども，このようにするこ

とによって，進級木の将来の量を知り，予想することが

出来る。

○

1906年以後，ギユルノーが考えた通りの照査法が,何

等の改革も偏向もなしに，間断なく適用せられたのは注

目に値することであった。

創設に当った代表者達は，その死に至るまで同一の区

劉を管理した。そして，彼等の跡を継いだのは，しばし

ば僻等の息子であり，甥であった。2人の魚巌者グレア

(GREA)及びリモー(RIMAUD)両氏は，未だにカク

シヤクとして，吾なの感嘆の的である。

照査法応用のこの50年間の収支を明かにすることは

興味あることである。以下吾々は脹吹に，次のような事

柄を研究していこう。

一生産資本(Lecapitalproducteur)

－生産量1s'と孵蓮屋(Laproductionetl'exp1oi-

tation)

－*焼の平衡および形(L'6quilibreetlaforme

despeuplements)

一林木の形状(Laformedesarbres)

1．生産賓本

照査法は，「最大の収穫(Lerendement)をあげる

に必要な最小資本」を定めんとする。

その創厳と共に協会は，買入れ対価を支払うために，

急速に森林擬本の一部を伐採するのやむなきに至った。

1906年から1908年にかけて,非常に強度の蝿采が森林
の半分近く，第Ⅵ，Ⅶ，Ⅷおよび区の各区劃において実

行された。これらの伐採によってヘクタール当り139，
123，107，105シルプがt罐せられ＊上記区劉の生産費

*シルプの雪については，第4節参照○シルプは平

均として，オートクールの森林においては,0･7m3
素材材積に等しい。

本は甚だしく撹乱されたのであった。識資はヘクタール

当り120シルプ以下に低下し，第Ⅷおよび第Ⅸ区劉にお

ける以外は急恵には回復しなかった。これらの区劃では

誓識は今や，300シルプに近いが第Ⅵおよび第Ⅶ綱任で

は，まだ180シルプを出ることが出来ず50年後におい

てさえ強度のt癖の結果は未だ以て消され得なかったの

である。

この非常に重要な出来事を除けば，生産資本は他の区

劃においてば，たえまなく増大せられ，20年このかた以

下の大きさに達したと見られる。

第I，第江区劃：380シルプ／ヘクタール。

第Ⅲ区劃：320シルプ／ヘクタール。．

第ⅦI,Ⅸ及びX区劃:280シルプ／ヘクタール

第V,Ⅶ及びⅦ区劃:180～200シルプ／ヘクタール､

生産資本は，何よりも先づ，土壌とその深さの函数で

ある61．最大の識賓を有するのは西部地区のよりよい土

壌の上にある諸区劃である。上記の分類は肥流藍に基い
ている。

しかし，蓄積の多少は生産に関与する諸因子の一つに

過ぎない。それば少くとも同じ程度に重要な他の因子と

同列のものである。

2．生産量と收穫量

「照査法，それは自由なる試験であ石｣，5年の間隔

でなされる2回の林分調査の比較によって計算される生

産量に従って，「標準伐採鰹は命令されるものではなく

確認せられるものである｣，これが照査法の基本原理で

ある。ここに，「生産量(Laproduction)｣を,2回の

森林調査の間における主木への進級と初期蓄積の成長量

との合計と解することが必要である。50年このかた，生

産量は次の様うな影響の下に，絶えざる変動を蒙つた°

一一伐採

一林分の遡上(L'6volution)およびその平衡。

－気象的諸条件。

これらの3つの原因は互に干渉し合っていて，それぞ

れの重要性を互に区別することは極めて困難である。と

は云うものの伐採は，本質的なエレメントである。

何故なら，それば林分の生活及び週上に干渉するため

の林業技術者の武器であるからである。

前述の乱伐，それは何等の育成的目的も持たなかった

ものであるが，それを除けば，

－伐採量(Lescoupes)は例外的にしか，生産鉦を

越さなかった。それはわれわれが至る所で林木蓄蹟の増

大をもとめたからである。

－伐採は林分の自然の進化に逆うことはもとより，

それを抑制することさえも出来なかった。

幾つかの区劃（例えば第Ⅲ区劉）においてば，15年の
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大隅：エー・ラシヨツセ照査法応用の50年

間隔で2回の伐癩9)がなされたが，その伐採量は煎期生

産愛(Laproductionanterieure)を実に25%近く

も上回った。それば林木の本数分配(Lagradationdes

tiges)と林分の形を修正しようとする明確な目的におい

てであった。

一一結果は繕労に帰した。

第Vおよび第Ⅶ区劃においては，1925年及び1926年

に2回の非常に強度のf癖が行われ，それぞれヘクター

ル当り58及び69シルプが即ち，煎鰯生迺菫量の2倍以

上が伐採された。しかし，それらのf癖は特に周囲180

cm及びそれ以上の大径木について行われたので，実際

には林分を一斉綱上するに終ってしまった。

二つのことが確認せられる。

1．生這這は蓄積の多少と土壌の肥沃度に従って変化

する。

第工，江，虹区劃において，生直窒量は平均してヘ

クタール当り年13シルブである。

第Ⅳ，Ⅷ，函及びX区劃においては，平均は10シ

ルプである。

第V,Ⅵ及びⅧ林班では平均は6～7シルプに低

下する。

2．全体として，シルブで計算された生置鍾は50年

以来次のような原因で減少した。（それらは林木の形が

敦良せられた結果として，鐵祭には恐らくは減少しなか

ったと思われるが）

‐－林分の老化：区劃エ,n,JI

一林木蓄積の過度の減少：区劃Ⅳ，Ⅵ，Ⅶ

－翰桑：生産量の少い2つの経理期が特別にはっ

きりしており，全林班に見出される。1919～1925および

1940～1954がそれである。プールジユノー(L.BOUR-

GENOT)は1929～1939に比べて,1939～1954の期間

の第x区劃の生逵曇低下を36％としたg》･

主木へのi"ほ林分の生産麹衆に*紛一
2“旬I

小径木(Petitsbois)周囲60,80及び100=20%

中径木(BoismoyenS)周囲120,140及び160=30%

大径木(Grosbois)周囲180,以上=50%

との比率は激しく批判せられ，適用し得ざることが明

かにせられた。

事実50年の間にほ，50，30，20％の比は一度も達成

されず，況んや維持されもしなかった。これらの比率は

本数分配(Lagrandationdestiges)に左右されるこ

とが大きい。

しかしながら，奇妙にも次のような事実は認められ

る。即､ら，中径木（周囲120,140,160cm)の全体の

材積に対する比率30％は達成せられ，極めてよく維持

せられたが，これに反して，小径木，大径木の比率は極

端に変化したと云うことである｡．

○

森林の本数分配は，それよりも更に有用であり，承の

り多きものである。それひとり林分の進化を知り，追求

することを可能ならしめるものであり,そして,著書「モ

ミ林｣7’は照査法に一つの修正を行い，或いは欠くこと

の出来ないものをつけ加えたのであった。

照査法協会はギユルノーの思い出を尊重して，彼の定

めた大きさの区分に従って常に成長量の計算を続けてお

り，従って同協会においては本数曲線は公式には使用せ

られてはいないけれども，それらを作ることは禁じられ

てはいない。

これらのカーブは林分が，一斉林分の古典的な進化を

経験したことを物語っている。

1．第工,n,Ⅲ区劃ほ,1905年には一斉亜高木林

(Leieuneperchis)go!であったが，それが-斉老高木

林(Laviellefutaier6gUliere)の状態に向って進ん

だ。「モミ林」の中で第55頁に，シエツフエル，ギヤ

ザン，ダルベルニイは1909年から1926年庭至るオー

《
‐
し

●

毎

嘩β

の平衡の重要なエレメントであるので，

次節で取扱うことにする。！‘，

3．旅分の平衡及び形へ，“ク

ギニルノーは決して本数のゲﾗﾌを用＃"，

･いなかった｡照査法協会の創誘者の一人誉，“
である，ドウ・リ貢ｸー ﾙは,ギユルクム“
－が永眠した1898年，その名を冠した；k‘・

木

本数分配法則を発見した。 我‘･

ギユルノーにとっては一つの林分の平‘°

衡は小,中,犬径未の材穣が次の範囲と,‘

割合に従って分布するとぎ実現せられて

&､るのであった。
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て隷恵であった第Ⅵおよび第Ⅶ区劃にお

いては，それは（進級木は）極端に多か

った。

このようにして，50年このかたオート

クールの森林は区劃全体として，あるい

は区劃の部分部分において－齊状態に進

化した。

この，一部の人達にとってはかなり耳

新しい事実は，日本の稀学者寺崎隆士聖》

がスギおよびモミのｵ秘について行った

研究に従って，ダルベルニィーによって

非常にくわしく研究せられたのである。

この研究の結論を次に要約しよう。
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円 トクールの第江，Ⅲ区劃の進化を分析して，1930年に次

のように書いたのであった。「われわれはそれをさしと

めることに成功した。（一斉高林への適上と云う句が省

略されている｡）そして択鰐伏態は難をまぬかれた…｡」

本数分配曲線が明かに示すように，この判断は事実によ

って確認せられなかった。そして択伐林の平衡曲線はこ

れらの区劃にとっては，達成不可能な理想に止ってい

る。

2．第ⅦおよびⅦ区劃は,1906年には非常に老令の一

斉林であって，「終伐」と云ってよい程の'f霊が行われ

た。これらの区割ば一斉亜高木林となり，その老化を開

始した。

3．第V,第Ⅷ，及びⅨ区劃は，中間の進化を経験し

た。亜高木林及び小高木林から出発してこれらの区劃は

1946年,1928年,1916年に周囲0.40m(主木への進

級木）の林木数において最大を記録したが，それ以後老

化した。

独り，第Ⅳおよびx区劃は，最近の50年間を通じて

或る種の平衡状態，および平均の周りを上下する一つの

本数分配を保持したように見える。これらの二つの区劃

はそれらの全面積にわたっては，均質な一斉林分を含ん

ではいない。しかし，これらの区劃を見廻ってわれわれ

が発見することは，各林班の内部に均質で斉一な亜高木

小高木および老高木の樹木群(LeBouquet)が存在し，

それらの進化がその区劃全体の中て互に補償し合ってい

るとし､うことである錘)。

5年毎に非常にx臼潅に測定せられた主木への通吸水は

第Ⅳおよび第x区劃を除いては（上記参照）一定でもな

く又，継続的でもなかった。

進級木は，老令高林への道を辿っている第工，第互，

第皿区劃においては0叉は，非常に少なかった。

その若がえり(Rajeunissement)が全面積にわたつ

天然更新ほ時間的に連続的ではない。それは種子のな

り年及びその成功に必要な諸条件（母樹の存在,土壌お

よび地床植物の状態等）に従い連続的な波(VEgues

successives)によって生ずるものである。

このことから斉一な樹木群によって，均質な林分が形

成されることになり，それは時には林班全体にまで及ん

で，生れ，成長し，成熟し，そして更新せられるのであ

る。

若し，一つの斉一な樹木群の基本面積ｶﾐ鑓圧よりも小

さく，そして方御圧内において，数掴の林木群が種盈の間

隔で存在しているならば，それらの間に互に補償が行わ

れて，カーブはその材班の純分力現かけ上，平衡状態に

あることを示すのである。

若し，一つの樹木群の基本面稜が一つの1掴陸全体にま

で及ぶときは，カーブは同令の著しく斉一な旅分の展開

を明かにする。そして平衡が得られるたあには，相互補

俊は幾つかの方掴圧を一緒にして求められねばならない。

－その森泳全休について，見なければならぬことさえ

ある。

このことはダルペルニイをして，極めて正確な表現で

次の如く云わしめた。

「一斉林と択伐林との間の遷りかわりは，極齢なまで

に鋤沙である｡」

半疎開の癖にある或る種のモミ林において，しばし

ばそれが中経木層を欠くにもかかわらず，又それが嶬期

の遅れた第二次伐に過ぎないとは云え，われわれは単木

状択伐林の外観を維蒔するに至ることがよくある。しか
しそれは，チユルク(L.TURC)が整形外科術(Une

chirurgieesthetique)に比較した所の人二[狄態なので
ある。

不可能といわないまでも，この状態を際限なく続けさ

せることは極めて匪灘なことである。或る一つの経級の

0

＝
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大隅：エー・ラショツセ癩査法応用の50年

区劃工においては，ピエ・キニープに対するシルプ当

量は，伐採木の全体についてはかわることなく上昇して

行っている。区劃Ⅶにおいては，この同じ当量は逆の経

過をたどった。

いま小・中．および大径木の当量を検討するならば，

次の事実が認められる。

－区劃Xにおいては，全ての経級について当避の絶え

ざる増大が見られる。しかしこの増大は殊に大径木につ

いて著しく，シルプ当り＋5.8ピエ・キニーズ即ち＋

55％に達する。中径木では＋35％であるが小径木では12

％に過ぎない。（1945年の伐採を除く）

－区劃Ⅶでは，全経級にわたって次のような当溌の不

断の減少が見られる。

犬径木？-60％，

中径木：-12％，

小径木：-14％，

二つの区劉の間のこのような差異を理解するためには

それらの進化について考察して承る必要がある。
■

区劃工は1908年における密なそして斉一な亜高木林

から，1954年に論ける老令一斉高林へと移行したb(本

数分配曲線参照)1908年の亜高木林ば，周囲40cmの

林木をヘク女一ル当り204本含んでいたのであるが，そ

れはかつての広葉樹林の集団的針葉樹辨上に由来してお

り，その低林の中には尚周囲160～200cmのモミの老

令木が存在していて，それが低休に穰子を落したのであ

った。これらの低林の中に藷ける孤立母樹は常に非常に

辮段な形をしており，僅か10ピエ・キニープという非

常に低いシルプの当量はこれに原因している。

この区劃漣おいて，密で均一な一斉林への進化はシル

プのピエ・キューブ当量を50年間に20%だけ増大せ

しめた。（1954年には立木密度はヘクタール当り273本

410シルプであった｡）

区劃Ⅵは，1908年には非常に疎開した老令一斉林であ

った。しかし，その林木は極めて優れた形状を有してい

た。と云うのはその林分は，それ以諦こは瓶錨に密であ

ったからである。小径木の例外的に高い当選，19．8ピ

エ・キューブと云う値は，それが認玉木ではあるが非膳

に枝下高が高く，しかも恐らくは非常に年令の高い林木

であったことをよく示している。1906年及び1909年

に，ヘク女一ル当り63m8と云うかなり強度の,蝿采を蒙

り，更新は決して密ではなかった上に，非常に徐盈に行

われたのであった。即､ら,0.40m周囲階の立木密度（ヘ

クタール当り184本）は1940年即ち1909年の終伐

(Lacoup､definitive>)の31年後において，はじめ

て達せられた位である。旅分は，1929年にヘクタール当

り111本（周囲40以上)，121シルプ，1935年にはヘク

林木を少し強く伐採し，或は風倒木，虫害木が生ずるだ

けで穴，即ち集団の効果を作り出すには充分であり，そ

こから一つの斉一な樹木群ｶﾐ発生して来るであるら。

4。林木の形状

森林の間の色之の比較を可能にするためにギユルノー

の弟子たちは，立方米でないことをぼっきりさす意味で

シルプで表した協約材積表(Untarifdecubage

conventionnel)を作成した。事実，シルプで表したこ

の表は，アルガン表の第10列と第11列との中間のも

のである。

シルプで表した表は独特のものであり，林木の形とは

無関係であるから，シルブを伐採後皮付のまま測定せら

れた現実材穣に比較して承ることは興味あることであ

る。それこそわれわれが照査法において，50年このかた

全ての伐区においてなすところのものである。

地上1.3mの所の周囲（或は，より正確にはそれらの直

径）による立木の求積によって与えられるシルプは，素

材の商的求積法即ち，中央断面積に長さを乗ずる方法に

よって与えられるピエ・キューブ《Piedscubes)(求積

法の標準化以前）に比較せられる。ピエ・キューブは実

際の立方米の約'ん0に相当する｡この比較は小．中．大

の各経級の林木及び伐木全体について行われる。

これらのシルブの「補正係数」は極めて興味深いもの

がある。即ちそれによって林分の取扱および形状による

幹形の進化を追求することが出来るからである。

ピエ．キニープに対するシルプ当量の進化を要約する

と，区劃:I,Ⅵにおいては次のようになる。

区劃工
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’
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タール当り129本，103シルプの密度にまで低下した程

に嵐翻していたのである。

この林分は1954年に至って初めてヘクタール当り260

本，185シルプとウツペイをとりもどしはじめた。

林木の形状は梢殺となり，それは特に孤立木叉は，古

い孤立木であって胸高における成長の非常に大きい大径

木について著しかった。これらの大径木は比較的若いが

シルプの当遼は9．7ピエ．キューブに蓑で低下してい

る。即ち，シルプはかろうじて0.5m8に等しい。

全体として，シルプのピエ・キューブ当量はこの区劃

においては25％低下した。

密な一斉林分への進化は林木の形状を改良し，材積に

おいて20％の増加を与えた。疎開し過ぎる一斉林への

展開は，たしかに地上1.3mにおける測定に基く理論的

な成長を刺戟したけれども，－方，材積において25％

だけ失わしめた。

ところで,森林伐採者が買う所のものは素材の中央断

面と長さによって測られる立方米そのものであって，地

上1.3mの師薗に基く便宜的なｼﾙプでばないのだ！

結論

照査法林業協会の規約の第3条に「択伐」なる語が使

われていないことは注目すべきことである。この忘却は

もしそうであるならば，一つの大きな暗示であった。何

故ならわれわれは照査法協会の森林が50年このかた或

るものば林班全体として,.或るものは部分的に，一斉林

分へと進化してやまなかったことを証明したと信ずるか

らである。

とは云うものの，ギユルノーはその晩年において，そ

して全ての彼の弟子達は「択伐する(jardiner)」ことを

信じ，叉欲Lたのであった。シエツフエル，ギヤザン及

びダルベルニイは「択伐三人男(Lestroisjardiniers)」

と呼ばれていたのではなかったか？ともあれ全ては択

伐(jardmage)と云う言葉を理解することだ。

森林と云うものは，それに特有の進化をなすものであ

る。天然生林分は広狭種会の基本面談の上において，一

斉林の成長法則に従って進化する（寺崎博士)。リヨク

ールの法則はこれらの基本面積の幾つかを寄せ集めるこ

とによっての承成立するのであって，これらの基本面識

が互に補償しあって，平衡状態を成立せしめるのであ

る。対象面積が小さければ小さい程，平行した本数分配

を得ることは困難である。

林業技術者はこの進化を理想概念(Conceptions.

idea1istes)に従って操縦することを試象ることは出来

る。更に彼は災害をもたらす危険に対して，その進化を

阻むことさえも出来る。遅かれ早かれ，自然の進化はそ

－

の避け得ざる道程を辿ることであろう。

林業技術者は自然を摸放し，その創作を助けることを

もって満足しなくてはならない。

われわれは既に，一斉林及び択伐林に関するダルペル

ニイの見解を引用した。33年間区劃工の担当者であった

オーギユスト・ギヤザンは，彼の区劃の一斉林への週上

を避け得なかったことを認めていたのである。それは，

この傑れた森林官の功績の一つである。

◇

一方，照査法をかえり承るに，それは林分の形に制約

されてはいない。われわれは一斉林分をも群状択伐林

(Lepeuplementjardineparbouguet)或は単木状

択伐林(Lepeuplementjardineparpiedd'arbre)

と同様によく照査することが出来る。それは林分の生産

及び進化を速かに，そして充分正確に知るための一つの

貴重な方法であるに過ぎぬ。それは叉，短い循環期を以

て種食の干渉をなすことにより，林分に欲する所の全て

の保育を適用することをも可能ならしめる。照査法の提

唱者ギニルノーの栄光のためには，それで充分である｡
′

E.LACHAUSSEE
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附

ラシヨツセ氏の報告に対する

シエツフエル氏の註鐸

ラショツセ氏の報告が発表されて間もなく，照査法協

会員の一人たるエール･シエツフェル氏(M.R.SCHAE-

FFER)が，フランシユコンテ林業協会溌錦28巻第6号

の紙上に，ラシヨツセ氏の報告と全く同じ題目で，それ

に対する同氏の見解を発表した。これは同氏もいう如く

フシ舅ツセ氏の報告に註釈を加え，それによって受ける

かも知れぬ誤解から照査法を守らんとする意図の下に書

かれたものであるが，ラシヨツセ氏と意見を異にする点

も見出せなくはない。．以下その要点を摘記しておきた

い。

シエツプエル氏は先ず「50年という年月は一つの森林

の生存にとっては，とるに足らないことがらであって，

このよ.うな短い期間から引き出される知識は，必然的に

決定的なものではない」と前おきして，オートクールの

森林が，少くとも過去50年の過程においては，理想型

に近ずくことを得なかった原因として，次の4つの事柄

を挙げている。

1．生態学的諸条件(Conditionsecologiques)に恵

まれていないこと。オートクールの森林は気象条件およ

び海抜高から考えて，ほとんどモミの自然分布の限界に

ありむしろ広葉樹地帯に属する。従ってこの森林は乾害

を受け易く非常に不安定である。

2．更新に対する諸条件(Conditionsdereg6n6ra-

である｣。更新がうまくいかないということが，林分の

老化，一斉林化の大きな原因であった。

これに対処するにはどうすべきか。この問題を解決す

る最終的な鍵は，土壌学，土壌微生物学の分野に求めら

るべきである。この鍵を見出すことは将来に残された問

題であるとして，今まで実際にとられた方法は，広葉樹

の保護の下にモミを更新せしあるいわゆる庇謹伐による

方法(Lam6thodeparlacouped'abri)であった。

しかしこの方法では一斉林分のでき上るのが普通であっ

た。「これに対して，若し森林が余り年をとらない林分

だけしか含まず，かつ充分な割合で広葉樹を伴っている

ならば，更新の問題は叉違った椴相を帯びてくるであろ

う。それ故に先ず過熱林分，いうまでもなくその環境に

とって古すぎるものをとり除き，広葉樹を充分な割合に

ひきもどすことである｣。

3．初期林分(Peuplementinitial)

1906年当時におけるこの森林は，種を雑多な林分の雑

然たる集合体であって，択伐林としての理想型に導くに

は余りにも貧弱であった。かりに本数分配曲線の上だけ

で，多大の犠牲を払って理想型に近いものに導いてみて

も，そのような形が維持されるのは束の間のことに過ぎ

ない。かりに択伐林型本数分配を示している林班があっ

たとしても，それは単に更新期を脱した一つの林班の姿

に過ぎず，決して安定した択伐林型ではない。

4．蓄積増加の必要(Enrichissementn6cessaire)

「林学者の中には，択鱒伏態を澗驍する上に，それを超

えれば光線の不足から連続的更新を期待できないような

一つの臨界材綴(Unvolumecritique)があると考え

る人々 がある｣。彼等は「この限界材積は250m3と300

nl3との間にある。幾つかの林班において遭遇した困難

性は蓄積の過剰ということで簡単に説明される」という
かも知れない。

「この事実は霧深い気候と，辮悪な土壌の下にあって

は恐らく通用するであろう。しかしかなり低い海抜高で

土壌が誓通に肥沃な所では，この臨界材積は高められる

筈であり，蓄積の少い林班の方が，蓄積の多い林班より

もよく平衡しているというようなことは，オートクール

では全く認められない。何故なら光線の過剰は先ずモミ

よりも雑木類に有利に作用するからである｣。

tion)。土壌および気象条件が，モミの稚樹の成立に対オートクールの森林が一斉林化した一つの原因は，伐

して極めて不利な状態にある。すなわち，潅木，茨，シ採量が成長量よりも少かつたことにある。すなわち当初
ダ等のため「モミは発芽せず，あるいは発芽しても幼芽において貧弱な森林であったこの試験林の各区劃は，買

は直ぐに窒息させられてしまうのである｣。運よく成立入代金を支払うために多量の伐採を余儀なくされたので

したとしても3年生以下の稚苗は「乾燥した夏に遭遇すある。そして当然にも，その後においては鋭意蓄積の増

れば消滅してしまう｣。「このことは石灰質土壌の上にあ加が企てられたのである。「従って一斉林化がこの慎重

る低海抜高の全てのモミ林について常に認められることな方針の少し苦い果実であるからとて,'何も驚くにはあ
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たらないのである｣。「調節せられた択伐作業に関する真

の意味での実験は，謝費が充分と判断せられるであろう

日から，そして各区劃担当者が成塞だけを(罐するこ

とが出来るであろう日から，はじめて開姶せられること

であろう｣。

シエツフェル氏は大要以上の如く述べたのち，この試

験林の将来について「保育択伐は，それが単木状択伐に

しろ，あるいは比較的同令の樹木群を相接して育成する

場合にしろ，一つの森林を平衡に近いある状態に維持す

ることを可能ならしめるであろうか？この質問に答え

るには時期尚早である。試験が始められて重だ余りにも

短い。僅かに土地を準備するに成功しただけである。粉

は準備された。やがて職人が思うままにこれをこれ上げ

るであろう。簔蕊できるのは200年のうちである」と結

んでいる。

ラシヨツセ氏が，継続的更新を期待できない所では単

木状択伐林，あるいは小さな単位面による群状択伐林は

これを実行することは殆ど不可能であるとし，寺崎理論

に基いて，林分の平衡を，程度の差こそあれ，数多くの

一斉樹木群の相互補脳の上に求めているのに対し，シエ

ツフェル氏は過去50年の才月を準備期間とみなし，一

斉林化はその間における準備作業の当然の結果であると

して，全てこの結論を将来にゆだねている。何れにして

もこれに解答を与えるのは，正にその第一歩を踏承出し

たこの半世紀の歩承であろう。

－訳者一

訳註

1）フランシュ・コンテ林業協会から発行されている季

刊雑誌。1957年6月，第28巻第6号を出した。実際

的，技術的な記事が多い。

フランシユ・コンテ林業協会は正確な名称をCdLa

Societ6forestieredeFranche-Comteetdes

Provincesdel'Est''という，サラン・レ・パン

(SALINS-1es-BAINS,JURA)にその本拠をおく。

1890年，森林所有者，森林官，木材業者，その他森林

に関心を有する人々 がプザンソン(BESANgON)に

相集って,4$LaSoci6t6forestieredeFranche-

ComteetBelfort''を結成したのが初で，その後

1922年に現在の名称にかわった。その目的とする所は

会員相互の親睦をはかり，林業，暇濤，木材エ業の発

展に寄与すると共に，森林の愛護，育成に関する醗叢

活動を行うにある。ここに引用した協会誌の他に種為

の刊行物を出し，叉見学旅行,･技術擬尊等の面でも活

溌に活躍している。[Vade-mecumforestier]。

2)Placeau:Danscertainesexploitationsfores-

tieres,surfacereserveedansunecoupepour

ye1everdejeunesplants.[LAROUSSEDU
，

XXcSIECLE]o

或る幾つかの作業法において，幼木営戊のため伐区

の中に残される面積[20世紀ラルース百MS僻典〕･更

新面，天然更新に対する一つの単位面と解される。

3）訳註22参照。

4)AdolpheGURNAUD:1825～1898,ブザンソン

に生る･1847年ナンシー国立治水山林学校卒業，照

査法の創熔昔，そのCahierd'Am6nagement(経

選琴帖）は余りにも有名である。岡嬬彬教授｢照査

法の夷溌」「森朴経営計画」参照。

5)HenriBIOLLEY:1858～1939改めて紹介する

までもなく，照査法の大成者。岡崎教鋳苅掲書参照。

6)Sapiniere:1930年A..SCHAFFER,A.GAZIN

およびA.d'ALVERNYの3人によって書かれたも

の。照査法の精神を尊重しつつ，本数分配曲線を中心

とした択伐林の施業方法を実験的にとり扱った名著，

岡癖散授によって完訳され，近く印刷されるはず。私

の滞仏中ピネイ教授を通じて翻訳許可を交渉したとこ

ろ，直に快諾されたが，こうしたことを耳にした箸者

が，既に日本訳が出ているものと即断したのであろ

う。

7）ジユラ系(Jurassique)は次のように分類される。

但しLiasを独立した一つの系とする学者もある。

〔20世紀ラルース百科辞典〕
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8)Rendzine:土壌学において，次のような惚祠をも

った土壌型を指す。

A層一かたくかたまった腐植層。

C層一母岩，常に石灰質。

B層は多くの場合これを欠く。この層が現れるときは

40Rendzined6gradee''といい，褐色土壊へと進ん

でいく。〔著者の手紙〕。
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9)P1acageauvio-glaciaire:この言葉そのものは見

当らないが，次のような説明から容易に類推される。

Cailloutisauvio-glaciaireseditdecailloutis

deposesparleseauxdefusiondesglaciersa

proximitedeleurterminaison．[LAROUSSE
，

DUXX"SIECLE].

(Cailloutisfiuvio-glaciaireとは永河の末端附近に

その融溶水庭よって運巌沈積された小石の堆蹟物であ

る。〔20世紀ラルース百科認4〕)。

これらの岩屑は氷河の末端に端堆石として堆横され

氷河底の流水に運搬され堆積されたものは氷河堆積物

として区別する。〔平凡社大百科辞典〕･

10)0.N.M.:OificeNationalM6teorologique

（国立測候所）の略。従ってMoyenneO.N.M.l*

同一地点における何雫間かの公式観測値の平均の意。

(E.LACHAUSSEE:PeuviositeetBostryches,

B.S.F､F.C.Marsl954,p.11]。

11）一般にCheneと総称されるものには,Ch6ne

pedoncule(Q.pedunculata),Chenerouvre

(Q.Sessiliaora),Chenepubescent(Q､1anginosa)

等がある。最も多いのはCh6nep6doncul6である。

なおゴルクガシ(Q.Suber)はChene-liegeと呼ん

で区別する。常緑のカシとしてはこの外にウパメガシ

によく似たChenevert(Q.I1ex)がある。共に地

中海岸に多い。

12)Polygonedepluviosit6:LaRevuedeGeo-

graphiealpine誌の1954年第1分冊に,R.BAL_

SEINTE氏力詫表した降水量ならびにその分布に関

する新しい図示方法で，彼はこれを@5Polygonede

pluviositesaisonniere''と名付けた。降雨多角形は

それに対する試訳である。

降水頻度：一定期間に対する降水日数（雪を含む)。

降水愛；同期間に対する降ZkX(雨量十雪を融かし

た水,InIn単位),

とし，両者の積＝降水頻度×降水錘をとると，これは

降水量に比例的な一つの量と考えられる。今直角函票

系において，正負を考慮せずに，横軸上に降水塗を，

総剛上に降水頻度をとって，それらを2辺とする矩形

をえがくと，この錘の直蹟は上記の積を表すことに

なる。この蛭形は一年間全体についてば何等の役に立

たないが，これを四季それぞれについてえがくと極め

て纈致的な降水量分布図がえられる。一例として

CLAIRVAUX-les-LACSにおけるものを示す。

図において

篭瀧椙冒:霞::)生"。

蝋纈蕊難}生長休蝿。
標準降雨多角形は非常に長年にわたる観測値の平均に

基いてえがいたものである8[E.LACHAUSSEE:

PluviositeetBostryches,B.S､F､F.C.Mars

1954,P.11]。

".ﾉ巽rRﾉ叫ぶH P

贋A ５

標準

全

降雨ダダ魚形

13)C1imogramme:気温と降水量によって気候を図

示する一つの方法。横軸上に季節平均気温をとり，縦

軸上に季節降水量をとると，各季節ほ一つの点で表さ

れる。この各点を結べば，当該羊の気候の幅致を表す

一つの四辺形が得られる。例えば次図のようになる。

但しH:冬-12月,1月,2月，

P;春-3月,4月,5月，

E:夏-6月,7月,8月，

.A:秋-9月,10月,11月。

[L.BOURGENOT:Innuencedesconditions

met6orologiquessurlaproductionforesiere,

B.S.F.F.C.-Marsl956,p.1]。
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14)L'indiced'aridite(乾燥係数):L'indice

d'aridit6deMartonne(ドゥ・マルトンヌの乾燥係

数)，

Pを、mで表した一適期間の降水量,Tを同期間の

平均気温,Mをその期間に含まれる月の数とするとき
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晶 20cmまでの段階。

5.Lafutaie(ヒユテ，高木)-胸高直径20cm以

上の段階。

a)Lajeunefutaie,1ehaut-perchisoula

demi-futaie(小高木）一胸高直径21～35cm。

b)Lamoyennefutaieoulahautefutaie

（中高木)一胸高直径35～50Cmo

c)Laviellefutaie(者菖沐)一胸高直径50cm

以上。

21）すなわち一つの区劃の中に，亜高木，小高木あるい

は老高木等の各段階の一斉小林分が群状に混在してい

る。従ってこれらの小林分は，それだけでは一斉林型

をなしているけれども，その区劃全体として承ると，

すなわちその区劃を一つの単位として直径階別あるい

は周囲階別本数分配曲線をえがくと，それは択伐林と

しての平衡状態を示す。これはすなわち上記の各小林
分が全体としては相互捕侭の作用をするからである。

このようにして，如何なる林分でも，必ず幾つかの

一斉均質の樹木群(Lebouquet)よりなっているも

のであって，一斉林といい択伐林というの＄，要する

にこの群団の大小による相対的，便宜的区分である。

そして単木状択伐林の如きものは，一つのユー1､ビア

に過ぎない。これが琴昔の見解である。

22）1927年,寺崎渡博士から，当辱プズール(VESO-

UL)にあったプランシユ･コンテ林業協会の事務局長

をしていたアー・シエツフエル(A.SCHAEFFER)

氏にあてて，英文でかかれた3部の報告が送られて来

た。その中で特に重要であったのは，スギおよびカラ

マツの1粉構造に関するものであった。但しその鰐琶

を蕃昔は知らない。アー・シエツフエルが1927年の

協会誌に@,Sylviculturejaponaise(日本の林業)''

を書き，1929年3月，アー･ダルベルニイ(A.d'AL-

VERNY)がl｡Structuredespeuplementsen

r6gen6rationnaturelle(天然更新下の林分総皆)''

に関する彼の研究を公表したのは，寺崎博士のこれら

3部の研究報告に基くものである。

〔舞昔の手紙〕。

なるiをいう。孝獅を基準にとるときはM=3,従
って

i=_4筌些
T+10

となる。

.[L.BOURGENOT,前掲書。GARAVEL:

Comportementglaciaireetauctuationscli-

matiques,R.F.F.1955,Janv.]

15)Martelage(刻印打):伐採木はすべて伐採直前

に調査せられ，マサカリの頭に刻印をつけたMarte21'

（マルトー）で谷側の胸高と梗元の2個所に印付され
る。

16)Lacoupe(伐区):照査法ではLadivision(区

")=Laparcelle(林班)=Lacoupe(伐区）と解

される。

17）この記号は印刷上の誤を含んでいるそうである。

40，60，80に対しては聡剃の記号はないということで

あるが，勿論ある方が望ましいことば蓉昔も認めてい

る。

〔著者の手紙による〕。

18)Laproduction(生産愚）の意義については後文

参照。

19）全ての区劃は5年の循環期で択伐せられる。但し

幾つかの区劃，例えば第Ⅲ区劃では次のような伐採が

行われた。

－前期生産錘を25％上回る強度の伐探。

一第1回伐採から5年および10年後に弱度の伐採。

戸最後の伐採から5年後すなわち第1の強度の伐採

から15年後における再度の強度の伐採。

すなわち第2，第3回の弱度の伐採を無視すれば，15

年間に2回の伐採となる。

〔著者の手紙〕。

20)Futaie(高林）の展開過程における各段階は次の

ように分類されている。

1.Lesemis(スミ，稚苗)一実生によって成立した

稚苗が次第に成長して林叢(Massif)を形成し始あ

るまでの段階。

2.Lefourre(ブーレ，稚樹）一林礎の形成から下

枝の自然落下開始までの段階。

3．Legaulis(ゴーリ，幼木）一下枝の落下開始か

ら，ゴール(Lagaule)の大きさ，すなわち胸高

直径10cxnに達するまでの段階。

4.Leperchis(ペルシ，亜高木）一細丸太(La

perche)の大きさ，すなわち胸高直径11cmがら

桑

■

←~

◇

この小文を書くにあたっては，嶺，岡崎，

重本各先生から，いろいろ御助言，御助力

を賜った。ここに厚く御礼甲し上げる次第

である（大卿。
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げにもかかわらず,赤字は増加の傾向にあって解決のき

めてとはならないであらう。また，零細なるこの企業に

とっては料率の引き上げは企業を圧迫することになるの

でつとめて避けなければならない。

従って対策としては，加入率を高めて収入の増加を図

ることと災害防止による補償費の軽減にある。

ことに保険加入状況は，強制適用事業にもかかわらず

労働省の調査によれば，わずかに33％に過ぎず事業主

の理解と協力によりもれなく加入するよう望まれる。災

害の防止については災害率の高い点から承ても，災害か

ら労働者を保護し補償費を軽減するために，災害防止，

安全運動を強力に推進しなければならない。

このために，林野庁，労働省及び木材関係団体の間で

事業主や労働者の協力を得て，この制度の適正なる運用

を図り，もって災害から労働者を保渡するとともに事業

主の負担を軽減して企業を保護するため保険料率の引き

下げにまで保険加入，災害防止等の対策をたてている。

撮近の話題 ゆ
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立木伐採事業と労災保険

今年は木材業界にとって問題の多い年である。すなわ

ち，木材弓阪税の改正，木材運賃割引きの廃止及び立木

伐採業の労働者災害補償保険等で，木材引取税と運賃割

引きの廃止は，問題を残しながらも一応解決を承たが，

立木伐採事業における労災保険は，保険料率をめく・って

その対策が問題となっている。

立木伐採事業は他の産業と異なり，災害率が高いとは

いえ，保険料率8銭3厘(賃金1円当り）は労災保険対

象73業種中第3位に位し，零細なるこの企業にとって

はきわめて重い負担となっている。

このように，高い保険料率にもかかわらず，立木伐採

事業の収支は毎年赤字を示し，過去5カ年間における赤

字は13億円に及んでいる。かかる現伏から，この保険

のあり方が問題となり，いま，林野庁，労働省及び林業

関係団体の間でその対策について検討が加えられてい

る。

労災保険は業種別に収支の採算をとることを原則とし

ているため，収支の採算をとるためには，

（1）保険料率の引き上げ

（2）趣旨を普及して加入率を高め収入の増加を図る

（8）災害防止による災害補償費の軽減等が考えられる

保険料率の引き上げは，いままで再三にわたる引き上

ｰ

一一一一一一一一

日本成型木炭協会の設立

7月14日，成型木炭の生産，販売業25社その他か

らなる日本成型木炭協会が設立された。同協会は，近時

廃材利用，他いろいろの面で注目をされて来た成形木炭

の生産技術の指導，製品規格の統一，市場の開拓等にお

いて業界の有機的連繋をはかる事を目的とするものであ

る。林野庁当局も，従来の木炭に匹適するすぐれた特質

を持つ成型木炭が将来大いに需要が伸びるであろうこと

を認め，そうした場合，製品規格の統一，品質検定等の

面で同協会が業界をリードして行く割を翻待している。

尚，同協会の会長は野原正勝氏，事務所は中央区銀座

東八丁目，全国燃料会館内にある。

ｐ
●

〔
〉

ご 挨拶

先般，理事会によって1カ月半の請暇ご承認をいただいたので，わたくしは欧洲に行
ってくることになりました。

もちろん私戦旅行ではありますが，諸種の手続や準備などのために，官庁方面や本協
会その他から，格別のご厚情を頂いたことを深くお礼申上げます。

9月15日羽田空港を発って，アラスカー北極経由で北欧に参り，欧洲諸国を震わっ

て，南欧から中近東，東南亜を経て10月末日販任の予定です。

生来のぼんやり者ですから，どれだけのことを見て来れるか判りませんが，もし本協
会の国際性を向上する上に，少しでもお役に立つことができれば，望外の幸せと存じま
す。

当分ご無音に過ぎますことをおゆるしねがいます。承なさまご気嫌よろしく。

33-9-14 松川恭佐

一一一二一一一－
一一一一一一一二一－二一
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:…卿卿,"卿…"…卿"｢林業技術賞｣表彰規定鰯鰡輔湘謹)‘",卿,…"","卿…卿"卿譽
言 言

言第1条社団法人日本林業技術協会ほ林業技術の振興委員会による決定に長時間を要すると認めたときは量
言 言

皇普及に尽捧し，特に功労のあったものに対し「林業理事長はその第1次選考を常務理事会に委任するこ皇
三

言技術賞」を授与し表彰する。とができる。喜
菫 ＝

冒第2条前条の表彰は毎年1回本会通常総会に於てこ第7条林業技術賞受賞詮衡委員会の委員は，10名以：
三 臺

冒れを行い，毎回5名以内とする。但し特に功績が甚上としその都度理事長が委嘱する。臺冒
＝

言大と認められるものについては，鵤捌賞とすること第8条委員会に於て受賞渚を決定するには委員の3言
曼 皇

薑ができる。分の2以上が出席することを要する。冒
皇第3条「林業技術賞」は，賞状並に賞牌または鐡金第9条支部が第5条によって提出する推薦書には被言
言

三

塁としその内容は理事会で決める。 推薦者別に次の事項を調査記験し》叉は添付するも皇
言 冒

のとする。皇第4条表彰の対象となる業績侭最近3年以内に於て毫

冒次の各項の'に該当する行為があって,それを実地（')被推薦者の氏名,生年月日,本籍現住所,勤務皇
三 先，職名，地位及び略歴。
言に応用して好成績を収め，林業技術の改良発達叉は三 皇

（2）第4条の規定による類別。言
冒普及宣伝に貢献してその功績が甚大であると認めら臺
邑 （8）表彰の対象となる具体的業績(なるべく詳細に）享
冒 れるものとする。言
昌 （4）其の他審査の参考となる事項並に資料
言（1）林業進歩のために特に有効と認められる器具，
二 被推薦者が2人以上のケループである場合には皇
壱機械,設備等の発明，考案又はその著しい改良｡．夛
言 前項第1号の記載はその代表者についての承行い冒
曼②林業振興のために特に貢献する研究調査叉は箸＝

その他の協力者については氏名，勤務先,職名及冒
作 。量

ぴ地位を代表者のあとに列記する。言言

冒第5条受蛍に適すると思われるものの推薦は，本会皇
言 附 則言

皇の各支部が毎回前年度の’2月末日迄にこれを行う第'0条本規定による表彰は,従来本会が実施した享
冒ものとする。 これに類する表彰に継承して，毎回その回数を冠すミニ

言第6条受賞者の決定は林業技術賞授鯉考委員会が るものとし，昭和33年度の第4回表彰からこれを実冒
言 ＝

言これに当る。但し各支部からの推砺者の数が多く，施する。言
呈
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別記の通り7月21日理事会に於て次の各氏を本会の
支部動静

参与に委嘱することを決定した。
一一へ一一一一

伊藤清三氏林野庁研究普及課長
◇秋田営林局支部第2回総会

沢田成爾氏〃林産課長
◇奥羽支部連合会第2回大会〃監査課長
何れも9月7日鶴岡市山形大学農学部において開催,．、森田進氏小倉武夫氏林業試験場木材部長
昭和32年度の決算報告，昭和33年度鄭業方針及び予永田竜之助氏東京大学教授

算その他を討議，決定した。尚併せて当日は日本林学会田中文雄氏王子製紙K.K山林部長‘
東北支郎大会も開催され，研究発表も行はれ約200名の◇顧問，参与と常務理事の会合
会員が参集し，極めて盛会であった。本会から松原専務7月28日午前11時30分から本会に於て開催，本
理事が出席した。 会運営の大綱等について話合った。

出席者石谷顧問，伊藤，森田，沢田，小倉各参与，

垂

会務報告 商橋，大久保，南，池田各常務理事,WII理事長，
松原専務理事，計11名

◇「林業技術堂」表彰規定の改正について，別項の通り
◇第1回理事会

第1回理事会において改正した。
7月21日（月）午後3時30分から本会に於て開催

し，次の各事項を協議決定した。

1．参与委嘱の件

2．松ﾉl鯉郡長西欧林業視察の件
3．林業技術表彰規定改正の件

4．自動車職入の件

出席者石谷顧問，松川理事長，松原専務理事，大久
保，高橋，南，各常務理事及び豊田，右田，夏目,‘
飯島，吉田，各理事，その他委任状提出者3名，
計14名

◇本会参与委嘱について

●
昭和33年9月10日発行

林業技術第199号

編集発行人松原茂

印刷所合同印刷株式会社

発行所社団法人日本林業技術協会
東京都千代田区六番町七番地
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木材組織学蕊0曲弾268
農学博士山林暹著〔日本図書館協会選定〕

木材の種類，性質，構造’生成，変異，異常組織，
特に木材の構成要素を詳述した著者の研究の総括で
ある。叉木材組織の研究法として各種顕微鏡，特に
電子並びに偏光顕微鏡,X線回折装置取り扱い方及
ぴ標本の作成法についても詳しく述べてある。巻末
にはI.A､W.A.(国際木材解剖学会）決燈の用語’
を付した。

’四一ロー罰…厚 ー可~■一

』
Ｄ
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Ｏ
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● 三重大学教授・農学博士

飯塚肇著【最新刊】

[A5･P320･¥580．函入・〒50円〕
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；本書は，森林とその基盤になる山地の災害の防止，山；
鋤及び海岸の砂防,森林の気象災害の防止等に亘り，1
狸論だけに走らず,実務的な応用面，とくに技術に力I
iを入れて分り易く詳述し,森林資源をいかにして災害I
;から守り，荒廃山地を森林に復元して治山・治水の実：
；りをあげるかを興味深く，実際に則して論述したもの
；である。治山・治水,造林，林業経営の実務に関係す
Iる技術者及び同方面に進まれる学生諸氏の一読すべき｜
i好著である。

Iー………~……ー…………
i(主要内容〕第'編治山一浩山事業の推移

i霧雛総蹴耀蓬蝋鶴罐
；流の流速･流量及び渓流における砂レキの移動,渓
i流工事及び山腹工事，治山工事の設計など。第2編
｜海岸砂防一砂丘と季節風,蜜ｲ砂工,海岸飛砂防
i"永の形態,海岸の固定。第3編森林の気象災
｛害とその防止一一森林の風害とその防止,森林火災

iの予防と消防,森林の雪害とその防止方法など。
lくむ毎－一コp､一幸一一r側℃b一一｡－~＝『争一'函一画一ざ且=‐＝‐ﾆｰ言---‐

立木幹材材積表裳謝､:号'霊
尺貫法･メートル法対照･農林省山林局編
針葉樹･広葉樹の全般を含む山林売買に必須の立木
材穣表。凡ゆる樹高に対ずる｢石」と｢In3｣が一見し
て分るようにしてある。なお直径の算出に便なよう
その直径に相当する円周が一見して分るようにして

騨灘綴篤鵜憲瀞’
角

丸太製材材積表裟討:号'諸
木材技術研発会編好評20版発売中11

－
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鮨 グ

高千穂ガソリンさく岩機

ドリル・ブレーカ

組替自在

改装所要時間

僅かに数分間

(＃謡:第470104号）
〔
〉

剛

全重量僅かに35kg
上向運転可能(作動範囲360｡）
操作術単・操従容易
分解・点検容易
完壁なアフターサービス

本体は1ケ月無臘交換・部品は
無償交換
指導は3日～7日間無償

ケ月

製造並総販売元

高千穂交易株式会社
大匿市北区橦田町47（新阪神ビル）建識機械部電話代蚕（34)8861（36)249
東京支店蕊京都赤坂液池町15（東洋ピル〕思話u8)2358｡3207･
出眼所札幌・福岡・名古屋
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32年度

殺そ剤

売数垂

位に換算）

使って安心三共農薬は、いつも変らぬ

確かなききめをあらわすので、農家の

皆礒に広く好評を博しています．

左の図の通り、殺そ剤にはいろいろあ

りますが、三共のフラトールが一番よ

く使われています．「ねずみ退治なら

やっぱりフラトール」と定評です．
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iお近くの三共農薬取扱I

｜所でお貢求め下さい。’
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三 共株式会註
東京･大阪･福岡･仙台･名古屋･札混
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グリーン・エージ・シリーズ

1．B6判225頁価350円〒共

林業新語S00
さいきん林業の近代化，木材関連産業の高度化にともな
い聞いたこともない言葉が，ドシドシ使われ出していま
す。本書はこのような言葉を新しい角度からやさしく解
説しています。どなたにも一人一冊は必要です。お買求
めをおすすめします。（好評発売中）

2．安倍慎著B6判380頁価350円〒共

百万人の木材化学
百万人の人達に必要な図書1木材化学は最近大きくク
戸一ズ・アップされてき菫した。斯界の権威，前林業試
験場林産化学部長，規静大教授の著者が88枚の写真や
図版を取り入れ，専門家にも素人にも分るよう親切に解
説しています。（好評発売中）

3．池田真次郎著B6判230頁価350円〒共

森林と野鳥の生態
鳥の本はいろいろありますが，人間の日常生活との関連
で野鳥の生態を鮮やかに描きだしたのが本書の特徴。約
四百種類の野鳥がえらばれ，その道の著者が過去の経験
と穂蓄を傾け人間生活との接触面で，図版写真を豊富に
取り入れ易しく詳説してい室す。（好評発売中）

仔

近刊｜亨|吾’

理業経
グリーン・エージ・シリーズ〔Ⅳ〕山崎慶一箸

B6判300頁予価350円（〒共）美装頓

9月末日までに送金の方に限り300円

世界各国，各地方の森林資源の賦存状況が樹種別

蓄積別に一目瞭然に分る。その国の木材工業の現

状も，沢山の地図，附表があり，国連の資料に基

づいてくわしく分り易く詳説されています。日本

では類書が全くありません。木材，林業，貿易，

パルプ関係者ならびに学生，研究者には必携の図

書です。

お申込象先

東京・千代田・有楽町1の8

国縦ピル3階

電露（59）6471～4

髪等東菰180464森林資源総合対策協議会
1

1
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従来嫌等で行っていた

下刈・地捲・柴刈・林道切開等の手作業は，
マツカラーブラツシユカツターによって完全

に機械化されています。動力はマツ
カラーチエンソーのエンジンを共用

出来ますので至極便利です。
優美な試験成績と型録を差上
げます。（御照会下さい）

日本総代理店

新宮商行本社
小樽市稲穂町東7－11電②5111（代表）
東京都中央区日本橋通1－6電⑳2136(代表）
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KM式ポケットトランシツト

Rボトラル・・・。●●

O優秀な設計による高精度，超小型

O林野庁御指定並に御買上げの榮

O括目すべき幾多の特長

1．望溌は内焦式で極めて明るく，スタヂヤ加常

数は0，倍常数は100

2．十字線及スタヂヤ線は焦点鏡に彫刻

3．水平及高低目盛の読諏は10'

4．錘動装置は完備

5．脚頭への取付は容易，整準は簡単且正確

6．三脚はジユラパイプ製，標尺ほポールへ取付け

7．本器1kg,三脚1.1kg,全装4kg

（
興
林
こ
だ
ま
改
題
第
一
○
六
号
）
定
価
六
十
円

明光産業株式会社
東京都文京区小石川町1の1林友会館

（型録進呈）
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